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引き続き需給動向に注目して
慎重な生産を

(社)中央酪農会議・前田 浩史事務局長

13年ぶりに減産に突入した今年度の計画生産
生産抑制の着実な実施と脱脂粉乳在庫削減対策の生産者努力によって、
目標の「脱脂粉乳在庫5000t削減」は何とかクリアできる見通しとなった。
しかし、依然として限度数量の超過が危惧されており、引き続き生産抑制が求められる。
こうしたなかで、「需給動向のどこに着目して、計画生産にどう向かえばよいのか」
―― そのことを前田事務局長に伺った。

本誌：まずは18年度計画生産の仕組みについて、改めて教えてください。

前田：そもそも計画生産は、昭和54年以降実施されている、生産者組織の自主的な生乳の需給調

整への取り組みです。もちろん、需給調整機能については、「しっかりと成果を上げてきた」と

いう実績はあるわけです。ですから、“引き続き生産者組織が自ら需給調整していく”という仕

組みは必要ですし、国際的な酪農政策の枠組みからも、需要に見合った供給調整を進めることが

ますます求められていますので、今後も継続的に計画生産を進めていくことになります。

　このことを前提に、「今年の計画生産の当初の目標は何だったのか？」を振り返ってみると、

とくに脱脂粉乳の過剰在庫が大きいこともあって、単に通年の生乳需要に見合った生産をするの

ではなく、「需給改善の視点から脱脂粉乳在庫を5000t削減する」ことを大きな目的としています。

　しかし、当初の予測より飲用需要がさらに悪い状況が続いていますから、現段階では、脱脂粉

乳の過剰在庫の削減が思うように進まない可能性があります。このことは非常に残念ですし、注

意が必要です。
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計画生産の運用と政策意図の調和が必要

本誌：限度数量の超過が危惧され、非常に問題視されていますが、それはなぜですか？

前田：日本の生乳需給調整の仕組みは、計画生産と不足払い制度に基づくものの二つです。不足

払い制度は比較的簡単な構造で、需給を見ながら政府が決める加工原料乳認定の“限度数量”に

よって需給調整するものです。つまり、限度数量を上回る加工が発生した場合は、その超過分に

ついては補給金の対象から外れるので乳価が下がる、乳価が下がれば価格効果で生産が抑制され

る、という仕組みで、価格効果を意識した間接的なシステムと考えることができます。対して計

画生産は、もっとストレートに、需要に合わせて数量的に生産（供給）を直接調整する仕組みです。

　日本ではこの二つの制度を組み合わせて需給調整を行っていると言えるのですが、整合性が

とれないと問題も出てきます。不足払い制度という国のシステムに加えて計画生産もありますの

で、「計画生産に取り組んでいるにもかかわらず、限度数量を超過する」ということになりか

ねず、しかも、その超過が恒常的であれば「計画生産の運用と政策的な制度の調和が取れていな

い」と判断されかねないということです。「限度数量を恒常的に、連続的に超過するのは如何な

ものか？」という政策的判断が下されるわけで、極論からすれば、財務当局だけでなく、一般論

として「計画生産は機能していないのではないか？」という評価につながってしまいます。

　「計画生産が機能していない」と判断されると、どこに議論が及ぶかというと、それは指定団

体制度です。今の時代に生乳の流通を一元的に集約することは、競争制限的な要素があるかもし

れません。しかし、競争制限的要素があるにもかかわらず、「指定団体機能は大事なものだ」と

評価される背景には、製品としての生乳の特性と指定団体を通じて需給調整機能を確保している

からなので、その一つが機能していないとなると「指定団体制度そのものが、今後必要あるの

か？」という議論になりかねません。

　現段階でそこまで大きな議論になっているとは思えませんが、そういった議論を招来するよう

なことは避けるべきです。

＊

　こうしたことを踏まえて、より具体的な下期の計画生産対策を考えれば、①脱脂粉乳の在庫削

減を計画通り進めることと、②限度数量の超過をなるべく少なく抑えるように調整すること、の

二つの課題に取り組むことです。ですから、今の段階では「何とか脱脂粉乳の在庫を6000t削減

できそうだ」と見込んでいますが、楽観視せず、年度末までの4カ月間の需給を見定めて生乳供

給し、場合によっては前述した二つの課題をクリアするために、緊急的な対策を改めて検討しな

くてはならないと思います。

　また、限度数量の超過を最小限に抑えるために、特定乳製品向けの生乳をなるべく抑えるな

ど、販売努力が必要です。

　そのうえで、生産現場の指導者の方々にお願いしたいことは、「継続的にしっかりと減産に

取り組んでほしい」ということが一つ、もう一つは「減産がうまく行っているなかで、生産枠に
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対して未達が見込まれる場合でも、生産実績確保のための生産回復をしないように指導してほし

い」ということです。未達回避のために生産を回復させると、全体の需給バランスに悪影響を与

えますし、19年度上期の増産につながりかねません。

　計画生産の枠を守ろうとして19年度上期を増産基調で迎えると、19年度下期にはまた大きな減

産をしなければなりません。下期は年末のバター・生クリームの最需要期を迎える加工向けの最

需要期であるにもかかわらず、そのときに減産を余儀なくすれば、加工向け生乳を確保できなく

なります。

　こうした需給の悪循環に陥らないように、全体の需給状況や計画生産の運用を考えて、生産指

導をしていただきたいと思います。

用途別の需給変動には理由がある。総合的な生乳の動きに注目

本誌：需給で一番注目すべき点は、どの動きですか？　飲用需要の動きですか？　それとも脱脂

粉乳需要ですか？

前田：飲用の動向か脱脂粉乳の動向か、どちらとも言えないですね。脱脂粉乳の需要が減少した

原因はいくつかありますが、その一つが非乳業飲料への需要が伸びていないこと、つまり乳酸菌

飲料など国産脱脂粉乳の有力なユーザーさんにおける需要が伸びていないことにあります。これ

は直接のマイナス要因です。

　そしてもう一つが、今年の生乳取引の特徴である“はっ酵乳取引”の拡大と液状化の推進によ

るもので、この影響が今後徐々に出てくると思います。どういうことかと言うと、業務用殺菌乳

が缶コーヒーなどの脱脂粉乳と置き換わっていることや、乳飲料・はっ酵乳原料が生乳使用に置

き換えられていることで、国際化対応では求める姿に進んでいても、目線を脱脂粉乳需要に向け

るとマイナス要因だということです。

　このように飲用やその他乳製品と脱脂粉乳需要には深い関係があり、どちらに注目すべきかと

は言いづらいですね。需給状況ついては、随時情報を流していくので、それをしっかりとチェッ

クしてほしいですね。

限度数量の超過はできるだけ少なくしてほしい

本誌：指定団体の会議でも「限度数量超過はなるべく少なく」と言われていますが、具体的にど

れくらいまで抑えたいものですか？

前田：今のところ、「できるだけ超過は少なくしよう」としか言いようがないです。元々、スケ

ジュール的には計画生産数量が決まってから限度数量が決まるので、計画生産のなかで限度数量

への目標設定はできないですし……。

本誌：とはいっても、限度数量超過抑制の喫緊性はあるのではないですか？



前田：確かに、計画生産と限度数量の関係が明確でないということはありますが、やっぱり限度

外は極力出さないようにすることは非常に大事なので、下期の対策でも液状化の推進などをお願

いしているのが実態です。

19年度の課題は「生産現場での計画生産の運営」
本誌：さて、今議論が始まったところだとは思いますが、19年度計画生産について、どんなこと

を考えていけばよいのか教えてください。

前田：ご存知のように19年度の計画生産は今まさに議論が始まったところなので細かいことをお

伝えできませんが、大きな枠組みとしては、「牛乳消費は引き続き減少して推移していくものと

考えられ、脱脂粉乳在庫水準は依然として高い水準にあるのでこれを減らさなくてはいけない」

と見ており、継続的に減産に取り組まなければならないというのが議論の大前提になると思います。

　そうしたなかで、大きな議論となっているのは、「生産現場での計画生産の運営をどうする

か」ということです。私はこのことが生産現場にとって最も重要で、ここを失敗すると計画生産

からの離脱、すなわちアウトサイダー化につながりかねないですし、意欲ある酪農家の将来に問

題を投げかけかねないと危惧しています。

　「生産現場での計画生産の運営」については、中長期的な生産基盤の安定のためにも、具体的

な経営安定対策の方法を議論していく必要があると思います。その一つが特別枠です。特別枠の

考え方は、国際市場に対して安価な乳価で乳製品を供給するわけですから、まさに輸出です。価

格を下げることで生乳需要を確保し、中長期的に生産基盤を確保していくという考え方です。

　もう一つは、「地域の酪農基盤安定対策」が必要です。以前から議論に上がっていますが、地

域の若い酪農家への世代交代や新技術導入にかかわる投資の真っ最中にある経営が相当数ありま

すが、こうした地域の担い手となる人たちの経営が、減産によって挫折するようなことは絶対に

避けなければなりません。私たちにとって忘れてはならない事実が、昭和62年の減産時にそうし

た意欲ある酪農家が相当離農したことと、新規参入の流れを絶ってしまったことです。農協組織

の理念には、「すべての組合員が平等である」というが大前提にあります。しかし、一方で「助

け合い」という考え方もあると思います。厳しく言えば、「高齢で、後継者がいない、生産基盤

の整備も進んでいない」――そういった経営に対して、農協組織が地域の生産を守るために、早

期のリタイアを進めたり、あるいは枠を少し譲り渡すように説得し、その分を若く、意欲のある

酪農家のために配分する――こうした農協内での助け合いを進めてほしいのです。これが「地域

の酪農基盤安定対策」の一つのイメージです。

個人別生産枠の徹底は不可欠

本誌：ヨーロッパや北米で採用されているミルク・クォータ制度のようなイメージですか？
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前田：そうですね。また、今のイメージと関連しますけど、18年度の下期計画生産の議論をする

なかで、個人別生産枠の設定が不可欠だということも付け加えておきます。幸運なことに、この

13年間、生乳需給は比較的恵まれた状態であったので、個人別生産枠の設定が形式化されて実際

には行われていない地域もあったわけです。計画生産の本来のルールから見れば問題ですから、

見直さなければならなりません。ですから、個人別生産枠の設定を徹底し、そのうえで地域での

生産枠の流動化をいかにして図るかを考えてほしいですし、もちろん、全国的な枠組みのなかで

も、意欲ある酪農家を守る動きを促進するような対策は、合わせて導入したいと考えています。

　私は、個人枠設定と生産枠の流動化には、特別枠を活用してほしいと考えています。特別枠は

引き続き実施せざるをえないですし、それは生産基盤の確保のために実施されるわけです。です

から、規模拡大の途中やすでに拡大した農家が生産基盤を確保するために、特別枠を選択的に配

分するという考え方です。

　これまで生乳基盤確保対策は指定団体ごとにプールで見てきましたが、今は個別の経営に着目

した対策が必要で、その意味からも特別枠は活用しやすい制度です。これまで都道府県レベルで

配分されていた特別枠を、北海道のA・B枠のように個人別に設定することで、地域の生産基盤

の安定化が図れるし、農協組織としても組合員みんなが納得するような生産枠の配分ができるよ

うになるのではないでしょうか。

本誌：個人別生産枠の設定と生産枠の流動化、この二つを考えると、将来、生産枠の売買やリー

スというのは現実のものとなりそうですか？

前田：枠の売買やリースはありえることだと思います。そのときに、生産枠が財産化して流動し

なくなるという議論もありますので、例えばカナダで実施されているMSQ（マーケット・シェア・

クォータ、生産数量の絶対枠ではなく、地域内における生産シェアを枠として流動化する仕組み。

EUのクォータよりも弾力的運用が可能）。先発の諸外国での取り組みを参考に、仕組みづくりを

研究してほしいですね。

季節的需要を加味した計画生産は技術的に検討が必要

本誌：生乳需要に見合った計画生産を、ということで季節別、需要期別の計画生産を進める考え

もあったと思いますが、19年度にはそうした考え方が反映されるのですか？

前田：季節別の需給ギャップと計画生産の設計については、常に課題になっています。季節別に

計画生産の枠を設定、あるいは需要期・不需要期での枠を設定して、それに基づいてスムーズな

需給調整に取り組む考え方はあります。しかし、運用上、非常にむずかしいと考えています。

　日本は、硬直的な生乳生産と弾力的な生乳需要と間で需給調整するために、広域流通という手

段を選択し、長年それを運営してきました。仮に都府県で需要期・不需要期の生産枠を設定した

とすると、まず需要期に足りない量を正確に把握しなければなりませんし、需要期に北海道や九

州から移入する地域間流通計画もセットで考えなければなりません。つまり、例えば、「夏場、
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都府県では○○万t搾ります」→「足りない○○t分は北海道からどれだけ、九州からどれだけ移

入します」→「北海道や九州では移出した以外の生乳○○tを○○に加工・利用します」といっ

たように、今まで以上に綿密な計画が必要になります。しかし、需給は綿密な計画通りに動かな

いこともあります。そういったときに、都府県で牛乳が不足して販売チャンスを逃してしまうと

か、必要以上に余乳が発生してしまうなど、より深刻な問題が発生することも考えられるわけで

す。これに対する改善策が準備できていない状況では、季節や需要期・不需要期別の計画生産は

むずかしいと思いますので、仮に実施するとなれば、こうした技術的問題の解決が前提です。

本誌：とは言え、需要に即した生産を意識したもらうことは需要ですよね？　需要を意識するこ

とはわかっていても、例えば夏場に生産ピークをもってくるのは繁殖や乳質面でもリスキーだっ

たりして、個人では踏み切れない事情もあるでしょうし。

前田：計画生産では弾力的な方法でしか個人の生産枠を管理できないと思うんですよね。生産

現場に何を、どれだけ求めるのかが重要で、誰しもができないことを求めても仕方ありません。

個々の経営環境の違いもあるので、計画生産という仕組みのなかで強制すべきだとは思っていま

せん。ただし、需給状況を伝え、意識してもらうためのアナウンスをすることは大切だし、でき

ますよね。

　そもそも、なぜ脱脂粉乳とバターをつくるのかと言えば、季節的な需給ギャップを緩衝するた

めですよね。ですから、最終的には市場から脱脂粉乳を買い上げて安く輸入調製品と置き換えた

り、飼料用に回したりしながら出口を探るしか方法がないかとも思います。

　いずれにしても、今後とくに19年度は、生乳需給の季節的変動について、詳細は要因分析を行

い、生産者も含めた酪農乳業関係者が、常に情報と問題意識を共有化することが重要でしょう。
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平成18年度下期の
計画生産対策

生乳等需要が減少するなか、依然として脱脂粉乳は高い在庫水準を示し、乳製品需給のネックとなっている。

こうした生乳需給問題の解決を図るため、13年ぶりの減産を行い、

生産現場では厳しい出荷抑制対策が講じられている。

また液状乳製品やチーズ向けの拡大という対策も採られている。

＊

そうした需給状況の中、11月1日の指定団体実務責任者会議で18年度下期の計画生産対策が議論された。

要点は「計画生産の遵守」そして「生産回復の抑制」。

本特集では平成18年度計画生産を改め見直す。

平成18年度下期の
計画生産対策
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平成18年度下期の
計画生産対策

①最近の需給の特徴
　平成12年を契機に消費者の加工乳離れが進み、牛乳回帰の傾向が見られた。しかし、牛乳について
も少子高齢化や食生活の変化、他飲料の台頭など食を取り巻く環境の変化によって、平成15年以降消
費量は減少している（図1・図2・図3）。
　一方、加工乳や乳飲料などを中心に、乳業・非乳業を問わず広く使われていた脱脂粉乳は、需要を
大きく落とし、平成15年度末には9万3200tもの過剰在庫を抱えるほど需給状況は悪化した（図4）。平成
17年度末には在庫を7万5300tにまで削減できたものの、依然として高い水準であることに違いはない。
　このような脱脂粉乳在庫量の増加が問題となるなか、WTO農業交渉の本格化などによって酪農乳業
の国際化対応が課題となり、生クリームなど液状化対策とチーズ向け生乳の拡大といった生乳需給の
構造改革が行われている（図5）。さらに無脂固形分の需給に注目すれば、これまでの脱脂粉乳需要を脱
脂濃縮乳や殺菌乳で置き換える動きもあり、脱脂粉乳需要は減小する傾向にある。
　また、バターについても、昨年度は在庫を積み増すなど需給が緩和傾向にあり、脱脂粉乳在庫問題
と合わせて解決しなければならない課題として取り上げられた。

1.平成18年度計画生産の骨子
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②18年度計画生産の基本設計
　現在の計画生産の基本設計は、毎年発表されるJ-milkの需給予測に基づき、国産生乳の総需要量から
チーズ向け生乳を除外した数量がベースとなっている。さらにここ数年は、前述したとおり脱脂粉乳の
過剰在庫が問題となっているため、乳製品需要について、脱脂粉乳ベースとバターベースの二つの生乳
需要量予測が立てられ、より高度な計画生産の設計が進められている。

＊
　こうした基本設計を踏まえ、18年度計画生産は、i）脱脂粉乳在庫を17年度末水準から5000t削減する、
ii）バター在庫を17年度末水準以上に積み増さない、の二つを目標に設定された。それぞれの17年度末
在庫は7万5300tと3万1000tなので、18年度末には脱脂粉乳在庫を7万300t以下に削減することが求めら
れる。
　つまり、販売基準数量は需要の少ない脱脂粉乳ベースの生乳需要量（J-milk当初予測=牛乳等向け466
万2000t、乳製品向け=287万1000t）から脱脂粉乳5000t分（生乳換算=5万7500t）を差し引いた数量にイン
サイダー率（96.7％）を乗じた722万5615tと設定された（図6）。

③特別枠の設定
　平成17年度は「アクセルを踏まない」計画生産だったのに対し、18年度は「ブレーキを踏む」減産型
の計画生産となった。18年度計画生産の販売基準数量は17年度実績に対して約39万t減となり、生産意
欲を大きく削ぎかねない。そこで、減産に取り組みつつ生産基盤と生産意欲を落とさないために、二つ
の特別枠が設定された。
【特別枠A】
　脱脂粉乳ベース（5000t在庫削減水準）とバターベースの需要には約20万tの差がある。冒頭の計画生産
の柱ii）を基に考えると、バター在庫を積み増さない水準までは搾れる計算になる。この差分が「特別枠
A」に当たる。「特別枠A」については、バターは一般市場に流通させ、それ以外（脱脂粉乳になる部分
=無脂固形分）は一般市場とは区別して新規需要を開拓することで対応する。
【特別枠B】
　「特別枠A」を超えた分については、脂肪分（バター分）と無脂固形分（脱脂粉乳分）の双方を一般市場
外で利用・置き換える「特別枠B」として約6万t設定した。

＊
　以上が18年度計画生産の基本的な仕組みだ。

図 6　18 年度計画生産の仕組み
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2.生乳需給の進捗状況と中間予測

①生乳生産は供給目標を4万t下回る
　9月までの計画生産実績と各指定団体に対して行ったヒアリングを基に中央酪農会議が出した推計に
よると、全国の生乳生産量は供給目標数量（販売基準数量に特別枠の数量等を加算したもの）に対して4
万t下回ると見込まれる。このうち北海道では供給目標に対して6万7000t（目標対比98.1%）と大きく下回
り、都府県では供給目標を2万6000t（同100.6%）とわずかに超過する見通しだ（表1）。

②牛乳等生産量を下方修正
　J-milkが当初発表した18年度の牛乳等向け生乳需要は466万2000tだった。しかし、第2四半期までの
実績を加味して中央酪農会議が行った推計によると、牛乳等向け生乳需要はさらに5万t程度低い461万
1000tと予測される（表2・図9）。

③生クリーム・チーズ向け生乳需要が拡大
　中央酪農会議が出した推計によると、J-milkの年度当初の予測と比較して、生クリーム向け生乳需要
は2万2000t、チーズ向け生乳需要は1万1000tそれぞれ増加することが見込まれる。17年度実績と比較す
ると、生クリーム向け生乳需要は4万8000t増加となり、着実に液状乳製品需要が拡大していることがわ
かる（表3）。

④特定乳製品向けは限度数量超過の見込み
　前述した①～③を加味した特定乳製品向け生乳数量は、当初予測に対して9万5000t減少すると見込ま
れ、限度数量である203万tを5万1000t超過すると推計される（表3）。

⑤脱脂粉乳在庫は6000t削減の見込み
　J-milkが当初予測した脱脂粉乳需要（カレントアクセスは全量バターで行うと前提）は、16万3900tだ
った。しかし、9月までの実績を加味して中央酪農会議が出した推計によると、今年度の脱脂粉乳需要
は18万4600tが見込まれる。当初の供給目標数量どおりの生産を行い、さらに配分どおりの特別枠を実
施した場合、18年度末の在庫は7万8700tと前年度末から3400t積み増す計算になる。
　しかし、前述したとおり、特定乳製品向け生乳が供給目標数量に対して減少すると見込まれることや、
特別枠を超えた脱脂粉乳対策が実施される見込みであることから、18年度末の在庫は6万9300tと17年度
末から6000t削減されると予測される（表4）。

⑥バター需要は当初予測を上回る
　J-milkが当初予測したバター需要（カレントアクセスは全量バターで行う=8600t）は、8万53000tだっ
た。しかし、カレントアクセスの一部が脱脂粉乳で輸入されることとなり、9月までの実績を加味して
中央酪農会議が出した推計によると、バター需要は8万8800tと当初予測を3500t上回ると見込まれた。
　これによって、バターの18年度末在庫は2万9100tと前年度から2000t減少すると予測される（表5）。
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表１　18年度計画生産実績の見通し（10月段階〈9月まで実績〉） （単位：トン、％）
供　給　目　標　数　量 計　画　生　産　実　績　見　込　み

4～9月
累　計
④

計画生産
残　量
⑤＝②ー④① 販売基準

数　量 特別枠 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
②

供給目標
数 量 差
③＝②ー①

供給目標
数量対比
③＝②／①

北海道 3,420,383 3,200,466 219,917 278,245 292,645 285,113 288,179 282,961 272,464 281,328 268,704 281,027 283,985 256,050 283,137 3,353,833 -66,550 98.1％ 1,699,602 1,720,781

前年比 （99.4％） （99.6%）（99.7%）（98.0%）（96.2%）（95.3%）（94.8%）（97.3%）（97.2%）（96.7%）（97.5%）（98.1%）（99.2%） （97.4%） （97.2%）（101.6%）

東北 687,427 679,578 7,849 59,376 61,514 58,147 58,313 56,940 55,588 58,339 56,283 57,731 58,057 53,727 60,286 694,301 6,874 101.0% 349,878 337,549

前年比 （97.3%） （98.7%）（99.3%）（98.9％）（96.4%）（97.4%）（97.0%）（99.6%）（99.5%）（98.0%）（98.1%）（98.3%）（98.0%） （98.3%） （97.9%） （96.6%）

関東 1,315,947 1,298,729 17,218 117,350 120,769 112,296 110,846 107,095 103,886 108,361 105,457 108,859 110,866 102,862 116,167 1,324,814 8,866 100.7% 672,242 643,706

前年比 （98.1%） （100.7%）（100.6%）（99.1%）（97.7%）（98.3%）（98.5%）（99.1%）（99.1%）（98.7%）（98.1%）（97.7%）（97.0%） （98.7%） （99.2%） （96.9%）

北陸 131,396 131,396 0 11,575 12,025 11,273 11,139 10,526 10,472 10,791 10,559 11,012 11,165 10,433 11,717 132,685 1,290 101.0% 67,009 64,387

前年比 （97.9%） （98.4%）（99.6%）（98.9%）（98.0%）（97.7%）（99.3%）（98.1%）（98.6%）（99.7%）（99.2%）（99.5%）（98.7%） （98.8%） （98.7%） （97.0%）

東海 476,773 467,623 9,150 42,292 43,686 41,340 40,602 39,342 38,210 39,768 38,323 38,701 39,474 36,933 41,920 480,591 3,818 100.8% 245,472 231,301

前年比 （99.2%） （100.4%）（100.9%）（101.2%）（100.5%）（101.4%）（101.9%）（100.8%）（100.4%）（98.2%）（97.2%）（97.3%）（98.0%）（100.0%） （101.3%） （97.1%）

近畿 231,437 467,623 9,150 42,292 43,686 41,340 40,602 39,342 38,210 39,768 38,323 38,701 39,474 36,933 41,920 480,591 3,818 100.8% 245,472 231,301

前年比 （98.2%） （97.9%）（98.2%）（98.2%）（97.1%）（99.0%）（97.9%）（99.9%）（100.6%）（99.6%）（99.1%）（99.0%）（99.2%） （98.8%） （98.0%） （98.3%）

中国 328,415 323,603 4,812 29,274 29,889 27,985 27,371 26,134 25,829 26,972 26,701 27,597 28,160 26,715 29,206 331,835 3,420 101.0% 166,482 161,933

前年比 （98.7%） （100.5%）（100.0%）（99.9%）（99.6%）（97.3%）（99.0%）（98.8%）（100.4%）（100.2%）（99.3%）（101.3%）（99.9%） （99.7%） （99.4%） （97.9%）

四国 162,580 162,580 0 14,694 14,911 13,860 13,102 12,422 12,238 13,216 13,049 13,571 14,065 13,190 14,489 162,806 226 100,1% 81,227 81,353

前年比 （97.1%） （99.2%）（98.9%）（98.5%）（96.4%）（93.4%）（95.4%）（98.0%）（98.0%）（97.8%）（97.3%）（97.7%）（95.9%） （97.3%） （97.1%） （97.1%）

九州 743,261 743,261 0 66,627 67,762 62,946 59,797 57,740 56,997 59,814 58,319 62,061 63,556 59,814 68,038 743,471 210 100.0% 371,869 371,392

前年比 （96.0%） （94.7%）（94.3%）（94.0%）（93.4%）（92.2%）（93.8%）（94.8%）（94.6%）（97.1%）（97.6%）（98.8%）（107.2%） （96.0%） （93.8%） （98.3%）

都府県 4,077,236 4,038,207 39,029 361,707 371,604 347,530 340,354 329,092 321,150 336,245 327,225 338,838 344,988 322,143 362,557 4,103,433 26,197 100.6% 2,071,438 2,005,798

前年比 （97.7%） （98.9%）（98.9%）（98.4%）（97.1%）（97.1%）（97.7%）（98.5%）（98.6%）（98.4%）（98.1%）（98.4%）（99.4%） （98.3%） （98.0%） （97.3%）

合計 7,497,619 7,238,673 258,946 639,952 664,244 632,643 628,533 612,053 593,614 617,573 595,929 619,865 628,973 578,193 645,693 7,457,266 -40.353 99.5% 3,771,040 3,726,579

前年比 （98.5%） （99.2%）（99.3%）（98.2%）（96.7%）（96.3%）（96.3%）（98.0%）（98.0%）（97.6%）（97.8%）（98.3%）（99.3%） （97.9%） （97.7%） （99.2%）
資料：本会議が指定団体に行ったヒアリングからの推計値
注：4～9月は実績値
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図９　牛乳等向け生乳需要の推移

表２　 牛乳等向け生乳需要予測数量の推移
単位：千トン

1月時点① 11月時点②

需要量 前年度比 需要量 前年度比 過不足
③＝②ー①

18年4月 380 97.3％ 380 97.3％ 0
5月 404 97.2％ 399 96.0％ -5
6月 409 97.6％ 405 96.5％ -5
7月 410 98.4％ 405 97.2％ -5
8月 393 99.3％ 389 98.5％ -3
9月 420 99.2％ 415 97.8％ -6
10月 412 98.9％ 403 96.7％ -9
11月 381 98.7％ 377 97.8％ -4
12月 364 98.2％ 363 97.9％ -1
1月 367 98.5％ 363 97.4％ -4
2月 352 99.0％ 346 97.2％ -6
3月 370 98.8％ 366 97.8％ -4
合計 4,662 98.4％ 4,611 97.3％ -51

表３　計画生産と生乳需給
単位：千トン

Jミルク当初
予測値

第２四半期までを実績にした修正後需要予測
17年度
実績計画生産

目標数量
当初予測
との差

計画生産
実績見通し

当初予測
との差

① 前年度比 ② 前年度比 ③=②-① ④ 前年度比 ⑤=④-① （参考）
生　乳　生　産　量 8,231 99.3％ 8,162 98.4％ △69 8,120 97.9％ △110 8,292
自　家　消　費　量 76 93.4％ 79 96.6％ 3 79 96.6％ 3 82
生　乳　供　給　量 8,155 99.3％ 8,083 98.5％ △72 8,014 97.9％ △113 8,210
牛　乳　等　向　け 4,662 98.4％ 4,611 97.3％ △51 4,611 97.3％ △51 4,738
乳　製　品　向　け 3,492 100.6％ 3,472 100.0％ △20 3,430 98.8％ △62 3,472
特定乳製品向け 2,176 99.2％ 2,123 97.3％ △54 2,081 95.4％ △95 2,182
その他乳製品向け 1,316 102.2％ 1,349 104.6％ 33 1,349 104.6％ 33 1,290
生クリーム向け 986 103.0％ 1,008 105.1％ 22 1,008 105.1％ 22 960
チーズ向け 330 100.0％ 341 103.3％ 11 341 103.3％ 11 330

注：供給目標数量は計画生産上の供給目標数量にチーズ向け需要量及びインサイダー率を踏まえ推計した。
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⑦特別枠の実施状況
　北海道では9月までに脱脂粉乳について製品1万3316t、バター・生クリームについては製品759t（バタ
ー換算数量）の特別対策を実施した。対策必要数量に対する残数は、脱脂粉乳は9807t、バターは835tで
あり、生乳11万2784tだ（表6）。
　一方、都府県は9月までに特別枠Aに該当する対策は行われておらず、この枠については10月以降順
次実施される。特別枠Bに関しては表に示すように、関東と東海で一部行われた（表7）。

3.18年度下期の計画生産対策

　②で示したとおり、18年度計画生産の目標である　i）脱脂粉乳在庫5000t削減、ii）バター在庫を積み
増さない、という二つは達成できる見通しとなった。
　しかし、残り6カ月の生乳需給やバターのカレント放出状況によっては、これらの目標達成がむずか
しくなることも考えられる。また、　限度数量を5万1000t増加すると見込まれること、依然として脱脂
粉乳在庫が高い水準であることなどから18年度下期の計画生産対策は以下のようにまとめられた。

表５　バター需給等の推移 （単位：千トン）

前 年 度
末在庫残 生産量 輸 入

売渡量 消費量 年度末
在庫量 備 考適性在庫

（2.5ヶ月） 差前 年 比 前 年 比 前年比 前年度
在庫差

12年度 38.2 79.9 89.2％ 0.0 83.0 99.6％ 35.1 92.0％ -3.1 18.0 17.1 
13年度 35.1 83.2 104.1％ 0.0 90.8 109.4％ 27.5 78.4％ -7.6 18.0 9.5 
14年度 27.5 79.6 95.7％ 6.3 86.7 95.5％ 23.7 86.2％ -3.8 18.0 5.7 
15年度 23.7 81.6 102.5％ 10.5 89.0 102.7％ 26.8 112.8％ 3.0 18.0 8.8 
16年度 26.8 80.6 98.8％ 7.8 89.3 100.3％ 25.8 96.4％ -1.0 18.0 7.8 
17年度 25.8 85.5 106.1％ 4.4 84.6 94.8％ 31.0 120.2％ 5.2 18.0 13.1 

18年度

31.0 83.9 98.2％ 8.6 85.3 100.8％ 38.2 123.2％ 7.2 18.0 20.2 自然体の生産量

31.0 80.9 94.7％ 6.6 85.3 100.8％ 33.2 107.0％ 2.2 18.0 15.2 販売基準数量配分後（需要はJミルク当初見込み）

31.0 81.8 95.8％ 6.6 88.8 105.0％ 30.7 98.8％ -0.4 18.0 12.7 販売基準数量配分後（需要は第2四半期まで実績で修正）

31.0 80.2 93.9％ 6.6 88.8 105.0％ 29.1 93.6％ -2.0 18.0 11.1 販売基準数量配分後（需要は第2四半期まで実績で修正）

カレント減減産を実施

需要が増加

目標数量以上に減産

表４　脱脂粉乳需給等の推移 （単位：千トン）

前年度
末在庫 生産量

輸 入
売渡量 消費量

年度末
在庫量 備　　　考通 常

消費量
対 策
数 量前年比 前年比 前 年 比 前年比 前年比 前年度在庫差

適性在庫
（2 . 5ヶ月）

適 正
在 庫

12年度 44.1 184.6 93.9% 13.4 188.7 87.5% 188.7 87.5% 0.0 ― 53.4 121.1% 9.3 35.0 18.4
13年度 53.4 177.9 96.3% 13.8 170.0 90.1% 170.0 90.1% 0.0 ― 75.0 140.6% 21.6 35.0 40.0
14年度 75.0 178.9 100.6% 0.0 173.1 101.8% 173.1 101.8% 0.0 ― 80.8 107.7% 5.8 35.0 45.8
15年度 80.8 184.4 103.1% 0.0 172.0 99.3% 172.0 99.3% 0.0 ― 93.2 115.4% 12.4 35.0 58.2
16年度 93.2 182.7 99.1% 0.0 187.9 109.3% 165.7 96.4% 22.1 ― 88.0 94.4% -5.2 35.0 53.0
17年度 88.0 189.7 103.9% 0.0 202.4 107.8% 165.6 99.9% 36.8 166.4% 75.3 85.6% -12.7 35.0 40.3

18年度

75.3 189.2 99.7% 0.0 163.9 81.0% 163.9 99.0% 0.0 0.0% 100.6 133.6% 25.3 35.0 65.6 自然体の生産量

75.3 184.0 97.0% 4.0 184.6 91.2% 159.2 96.1% 25.4 68.9% 78.7 104.5% 3.4 35.0 43.7
販売基準数量配分後（需要は第
２四半期まで実績で修正、対策
数量は特別枠配分数量を実施）

75.3 180.3 95.0% 4.0 190.4 94.0% 159.2 96.1% 31.2 84.6% 69.3 92.0% -6.0 35.0 34.3
計画生産実績見通し（需要は第
２四半期まで実績で修正、対策
数量は特別枠配分数量を実施）

減産を実施

目標数量以上に減産

カレントを脱粉で実施 需要が減少 特別枠を実施

特別枠以上の脱粉対策

表6　北海道の脱脂粉乳・バター（生クリーム）対策実績 （単位：千トン）

地　域 対策の種類
実績（製品） 対策必要数量 対策残

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 製品 生乳換算 製品 生乳換算

北海道
脱脂粉乳 2,042 2,246 2,183 2,291 2,246 2,307 13,316 23,123（28,930）265,917（332,695）9,807（15,614）112,784（179,562）
バター・生クリーム 60 74 81 137 195 212 759 1,594（1,795） ―　　　　― 835（1,036） ―　　　　―

注：対策必要量は、中酪の特別枠を実施するのに必要な数量であり、カレントアクセス脱脂粉乳見合い4,000トン（生乳46,000トン）を含む。
　　ホクレンの（　　　）内の数量は実施計画数量。バター・生クリーム対策数量は、生クリームをバター数量に換算したものである。
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平成18年度下期の
計画生産対策

①計画生産の完全な遵守
　供給数量を超過することが見込まれている指定団体は、さらなる減産に努め、計画生産の完全に遵守
する。一方、早期の段階で減産に取り組むなどして、供給目標数量に対して未達になることが見込まれ
る場合でも、指定団体は生産力の回復を通じた計画生産の達成対策などを行わないように指導する。
　このように引き続き減産の取り組むために、18年度については未達ペナルティの発動を中止するとと
もに、19年度計画生産対策における販売基準数量の配分要素についても、18年度実績を加味しないなど、
生産抑制による需給改善努力が反映されるような仕組みを基本に検討する。

②加工原料乳発生の抑制
　脱脂粉乳在庫の削減と限度外数量を極力発生させないために、今後の加工原料乳の発生を極力抑制す
る。このため指定団体間の需給状況に係る情報交換や連携の強化を図るとともに、液状乳製品や発酵乳
等向け取引数量の拡大に取り組む。

　1と2に対して積極的に取り組みつつ、今後の加工原料乳量の発生状況や脱脂粉乳需要・在庫の動向を
注視し、必要に応じて対策を検討する。

表7　都府県の特別枠実施状況
（ア）特別枠　A （単位：千トン）

地　域 特別枠　A
実績（製品） 対策必要数量 対策残

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 製品 生乳換算 製品 生乳換算
東 北

脱脂粉乳 0 0 0 0 0 0 0 2,141,675 24,629 2,141,675 24,629
関 東
東 海
中 国
注：都府県の特別枠A対策は、現時点では実績はない。10月以降順次実施する。

（イ）特別枠　B （単位：千トン）

地　域 特別枠Bの種類
実績（製品） 対策必要数量 対策残

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 製品 生乳換算 製品 生乳換算

東 北
脱脂粉乳 0 0 0 0 0 0 86.975

1,000,013
86,975 1,000.213

バター 0 0 0 0 0 0 38,551 38,551 3,346.227

関 東
生乳直接置換 0 270 631 621 630 594 2,747 5,500,000 5,500,000 2,753,244 2,753.244
全粉農家還元 0 110 0 0 0 110 172,812 1,500,008 62,559 5,430.086

東 海
生乳直接置換 0 0 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000.000
全粉農家還元 89 36 0 0 50 175 593,318 5,150,000 418,318 3,974.018

中 国 全粉農家還元 0 0 0 0 6 6 28,802 250,001 22,926 1,989.977
注：生乳直接置き換えについては、生乳換算トン＝製品トンである。
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中酪情報11月号

第35回酪農海外現地実務研修会 実施報告（1）
（社）中央酪農会議　総合対策課
堀 成実（本研修会・事務局）

　中央酪農会議では、平成18年10月14日（土）から平成18年10月25日（水）までの12日間、
WTO農業交渉を踏まえた関税・補助金削減に対するイギリス・アイルランドの考え方や、
イギリス・アイルランドの酪農乳業事情を学ぶため、現地実務研修会を開催しました。

＊

 イギリスでの訪問先は以下の8箇所です。
○ Milk Development Council（MDC:牛乳開発会議 消費拡大等を通じて酪農振興を行う）

○ MDC周辺の酪農家（Kemble Farms Ltd. “Smerrill Dairy”）

○ First Milk（イギリスで最も生乳受託量の多い生乳受託販売組織）

○ WM Morrisons Supermarket Plc.（イギリス第4位の量販店）

○ Arla Foods UK（イギリスで最も生乳処理量の多い乳業メーカー）

○ Univercity of Manchester（Professor David Colman イギリス農業経済（政策評価）の権威）

○ Department of Environment, Food and Rural Affairs（DEFRA:英国環境食品農村局）

○ Dairy UK（イギリスの主に乳業者を会員とするロビー団体）

アイルランドでの訪問先は以下の3箇所です。
 ○ Glanbia Ingredients（アイルランド最大の生乳処理量を有する乳業メーカー）

 ○ Glanbia Ingredientsに生乳を出荷している酪農家（John's Farm）

 ○ Irish Dairy Board（IDB:アイルランド酪農協会 主にアイルランド乳製品の輸出を行う）

　今回は、イギリス前半の4箇所、Milk Development CouncilからWM Morrisons 
Supermarket Plc.までをご報告します。なお、本報告では、英国で使用されている単位を
いくつか用いています。日本での単位への換算は、以下の換算式を参考にしてください。

※1ポンド=100ペンス≒230円
※1パイント≒0.568リットル
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1. Milk Development Council
　Milk Development Councilでは、イギリスにおける牛乳消費拡大キャンペーン
や農村での酪農指導について学びました。イギリスでは酪農家からの拠出金（1ℓ
当たり0.06ペンス）と、EUやイギリス政府からの補助金（原則として各事業に対
して半額を補助する形式）を元手として大きく2つの消費拡大キャンペーンが行わ
れています。そのうちの1つが、日本で本会議が実施している「牛乳に相談だ。」
キャンペーンと同じように、若者に対象を絞った “Naturally Beautiful” キャン
ペーンです。これは、イギリスでは肥満が大きな問題となっており、日本と同じ
ように「牛乳=高脂肪=太る」との誤解が、とくに若者の間に広がっていることが
背景にあります。このような層は将来的に牛乳を飲まなくなり、将来の牛乳乳製
品の消費全体を縮小させることになりかねません。そのため、MDCではEUから
半額の援助を受け、若者（とくに16歳以下の女性）に対して「牛乳乳製品をとっ
てキレイになろう」という趣旨のキャンペーンを行うことにしました。
　若者向けのキャンペーンのため、日本と同様「参加型」「オンライン」「雑誌
での広告」キャンペーン等に力を入れていますが、そのなかでも特徴的なのが、
化粧品メーカーとのタイアップ広告です。化粧をして「キレイになる」イメージ
と、牛乳乳製品の「健康になる」イメージを結びつけて「健康的にキレイになろ
う」とのメッセージを伝えて、牛乳乳製品のイメージ向上・消費の拡大を狙った
もので、ターゲットに合った強力な宣伝といえるでしょう。日本の「牛乳に相談
だ。」にも応用が期待できるかもしれません。
　もう1つは、有名人を起用して牛乳のイメージ向上を狙う “Milk Moustache” 
（ミルクひげ）キャンペーンです。これはスコットランド限定のものとなってい
ますが、スポーツ選手、歌手、コメディアンなどさまざまな分野の有名人を起用
し、牛乳を飲んだときにできる白い「ひげ」をアピールして「牛乳=格好いい飲
み物」とのイメージを醸成することが目的です。
　これらキャンペーンの効果もあり、イギリスでは約30年ぶりに飲用牛乳消費量
が増加に転じたとのことです。
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2. MDC近郊の酪農家（Kemble Farms Ltd. “Smerrill Dairy”）
　Kemble Farms Ltd.では、イギリス型大規模経営と、その将来意向等について
学びました。訪問した農場は “Smerrill Dairy” と名づけられており、企業形態
（日本で言うところの有限会社形態）をとっています。訪問時は、共同代表者の
1人Mr. David Ballより、飼養管理方式や将来への考え方について説明を受けまし
た。
　この地域では（Cirencester）、土地の水はけが良く牧草が育ちにくいため、高
コストではありますが、放牧等は行わず、配合飼料中心の飼育を行っています。
そのため生乳からの利益率は低く、サイドビジネスとして行っている穀物栽培や
住居賃貸の利益率の方が高くなっています。
　出荷した生乳は主に飲用牛乳向けに処理されており（イギリスでは、用途は乳
価に直接関係しません）、通年一定量を供給することで、乳価（基本1ℓ当たり18
～19ペンス）に加算を行う契約になっています。この農家では、分娩時期をしっ
かりと調整できているので、よほど天候不良が重なったりしなければこの加算は
得られるとのことです。
　この農家では、搾った生乳の販売をかつては生産者団体に委託していました
が、現在は乳業メーカーに直接販売しています。生産者団体と乳業メーカーの生
乳獲得競争の影響もあり、乳業メーカーは、生産者団体よりも支払乳価を1ℓ当
たり2ペンス程度高く設定しているので、生産者団体に委託販売するよりメリッ
トがある、とのことです。
　この農家で最も興味深かったのは、「WTO農業交渉の決着如何によって、酪
農経営がどう変わっていくと考えるか」という質問に対しての回答でした。「と
くに心配はしていない。むしろ補助金によるサポートがなくなった後、どう経済
的に立ち向かえるのか楽しみだ」とのことでした。日本ではほとんど考えられな
い強気な経営と言えるでしょう。
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3. First Milk
　First Milkでは、英国における生乳受
託販売組織について学びました。
　英国においては、1994年までMi lk 
Marketing Board（MMB）という制
度が存在し、農家の生産した生乳は、
この枠組みのなかですべて受託され、
乳業者に販売されていました。しかし
1994年に、CAP（EU共通農業政策）と
のそご等を原因としてMMBは解体され
ました。解体後のMMBはさまざまな組
織へ変革しましたが、そのなかにMilk 
Marque（MM）という後継組織があり
ました。MMはMMB時代の用途別生乳
価格方式ではなく、独特の入札方式に
よる生乳販売を行い、一時はMMB時
代を上回る乳価と、生産量の5割以上の
シェアを獲得しました。しかし、高い
生乳生産量シェアによる独占禁止法違
反等により、3つの団体（Zenith Milk、
Axis Milk、Milk Link）に分割されまし
た。その後の合従連衡の中で、スコットランドMMBの後継組織であったScottish 
MilkがMM後継組織の1つであったAxis Milkを吸収合併する形で、2001年4月に
First Milkができました。現在では、英国の生乳生産量の2割を受託する英国最大
の生乳受託組織となっています。
　現在の英国では、生乳受託販売組織と乳業者との間で生乳獲得競争が展開さ
れており、先のKemble Farms Ltd.のように、酪農家が乳業者との直接取引を選
択することも多くなっています。このためFirst Milkでは、生産者からの拠出金
（0.5ペンス/生乳1ℓ）を元手に、生乳価格の維持・向上や販売先の確保、ひいて
は組織の存亡を賭けて、日本では見られない「乳業工場への投資」を多数行って
います。投資は、乳業メーカーの株式を購入したうえで、First Milkから役員を
派遣して、経営への発言力を強化することによって行われます。現在は主にチー
ズ工場へ投資を行っており、Scottish Milk Product、Aeron Valley、FM Cheese
（乳業メーカーDairy Crestと共同投資していたHarverford westを、2006年10月
に100％出資の子会社として買い取ったもの）の3工場での生乳処理能力は6億ℓ
にも達します。加えて、飲用牛乳工場にも投資を行っており、Robert Wiseman 
Dairiesには約6億ℓの生乳を供給しています。
　これらの投資により、生産と加工を同一（First Milk）にすることで、強大な
購買力を持つ小売店との距離を縮めること、製品に付加価値をつけて高く販売す
ること、食品材料分野についても付加価値のあるものを提供することを期待して
います。
　生乳流通においても経費の削減を行っており、Dairy Farmars of Britainとの共
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同集送乳の実施により年間40億
ℓ分、1200万ポンドの経費を削減
しています。英国で中心となる
ローリーは1万6000ℓ（約17t）サイ
ズのもので、First Milkでは最大
2万5000ℓ（約26t）のローリーも利
用しています。
　所属酪農家への乳代精算は、
全体プールしたうえで、手数料
等を差し引いたものを支払う形
になっています。高い乳質、多い
集乳量、計画通りの生産の実施等が、生産者個別のプレミアムの要件となってお
り、2005年の高位25%の平均乳価（農家支払時点）は18.31ペンス、低位25%の平
均は15.82ペンスとなっており、約2.5ペンスの開きがあります。また、2007年4月
からは、生乳出荷量の安定性、生乳処理用途別に求められる乳質（乳脂肪分、た
んぱく質等）の違いを踏まえた、市場が必要とする生乳を作るために新たな価格
体系に変更し、飲用乳向け、加工対応、特殊乳（ジャージー牛、ガーンジー牛乳
等やオーガニック牛乳原料乳）の3契約に分けて精算を行うようにするとのことで
す。飲用牛乳向けの契約は、衛生的乳質の高さ、月別の安定供給が重視されたも
のとなり、加工対応の契約は、乳成分（乳脂肪分・たんぱく量）の高さ、供給量
の多さが重視されたものとなります。契約の種類は、農家や処理工場の立地に応
じてFirst Milkが決定する予定です。
　またFirst Milkでは、以上のような経費削減や高付加価値製品への取り組みを
行っても、生産者が生き残るには現状の乳価では不十分だと考えています。この
ため、従来から行ってきたFM direct（共同購買により生産物資の低価格購入を
実現）に加えて、2006年6月からは「FM Academy」を設立し、所属酪農家に、
効率の良い経営について学んでもらう場を設けました。これは、所属酪農家の上
位10%と下位10%の間に、生乳1ℓ当たりの生産コスト格差が10ペンス以上もある
現状を踏まえたものです。経営コスト削減の可能性を、メンバーとの話し合いの
中で、生産者が自分で見出すことが期待されています。

4. WM Morrisons Supermarket Plc.
　WM Morrisons Supermarket Plc.（以下“Morrisons”）では、主に小売店での
価格調査を行い、牛乳・乳製品の販売手法等を学びました。
　Morrisonsは英国第4位の大型小売店チェーンで、売上高は英国第1位のTescoの
約半分です。英国の小売店業界では、どの階級（貴族・中流・労働者等）をター
ゲットにするかが重要な戦略となっており、今回のMorrisonsは中流からやや下流
の階級をターゲットにしています。
　牛乳の店頭価格は、英国で主流となっているプラスチックボトル4パイント1本
（Morrisonsのプライベートブランド）が1.11ポンドで、昨年度の専門調査の時点
から変化ありませんでした。他には1パイント、2パイント、6パイントサイズが
販売されています、（価格の変化については表1に示しました）。乳脂肪分により
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Whole（3.5%以上）、Semi-skimmed（1.5%～1.8%）、Skimmed（0.5%未満）の3タ
イプに分かれていますが、タイプの違いによる価格の増減はありません。
　またこれとは別に、Arla Foods UKのナショナルブランド「Cravendale」や、
オーガニック牛乳、Racto Free Milk（乳糖不耐症対応の牛乳）、Goats Milk（山
羊乳）、Soy Milk（豆乳）等が、少量ではありますが同じ売り場で販売されていま
した。これらは付加価値のある牛乳類（プレミアム牛乳）として位置づけられ
ており、一例として、オーガニック牛乳は4パイント1本当たり1.40ポンド（通常
のプライベートブランド牛乳+29ペンス）の価格で販売されています。この価格
差（プレミアム）は、スーパーのターゲット階級によっても異なっており、高級
スーパーではこのプレミアムが大きくなる傾向があります。また、扱う商品もプ
レミアム牛乳が多くなります。
　Racto Free Milkや山羊乳、豆乳は1リットル紙パックで販売されています。陳
列数から見ても容器から見ても、需要が少なく、通常の牛乳のような大量生産に
向かない商品であることがうかがえます。
　牛乳乳製品はまさにCommodity、消耗品であり、消費者は複数の種類から選択
することもなく（消費期限くらいは見るでしょうが…）どんどん牛乳を手に取っ
て購入していきます。見学した夜8時近くの30分程度の間に、何十本単位で牛乳が
減っていきました。こうしたこともあり、牛乳のバイヤーは、牛乳は「店頭にあ
れば勝手に売れるもの」であって、特売を行ってまで売り上げを増やしたりはせ
ず、仮に特売をしても、「客数が増えないので意味がない」と考えていました。
事実、牛乳売り場は店の入り口から最も遠い場所にあり、「客を店の奥まで呼び
込む」アイテムという位置づけになっていました。売り方を変えるとすれば、メ
ディアの宣伝動向に応じて、微妙に陳列する商品の配分を変える程度だそうで
す。MDCで行っている各種消費拡大キャンペーンについても「知らない」とのこと
でした。バイヤーとしては消費減退を感じていないのではないかと思われます。

表1　Morrisonsでのプライベートブランド牛乳価格の変化 （単位：ポンド／リットル）

1パイント 2パイント 4パイント 6パイント

2005年調査時点価格 0.32 0.62 1.11 1.63
今回調査時点価格 0.33 0.64 1.11 1.62
価格差 0.01 0.02 0 -0.01
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　ヨーグルトは、近年のバイオ・ヘルシー志向に伴い売れ行きがよくなってお
り、自社ブランドの製品も作って販売しています。しかし、現実にはドイツのブ
ランド製品が最もよく売れているようです。価格は200gで40～45ペンス程度で、
プレーンヨーグルトは少なく、フルーツ、チョコレート等の味のついたものが多
くなっています。

（つづく）

Kemble Farms Ltd.の牛舎です。写真手前
は分娩後2ヶ月～4ヶ月程度の牛が繋がれて
おり、奥に向かって4～6ヶ月、6～8ヶ月、
8～10ヶ月、それ以降に分けて飼養されて
います。
牛床は消毒したおがくずを中心としており、
こまめに入れ替えて清潔に保っています。

WM Morrisons Supermarket Plc.で販売さ
れている牛乳です。写真の牛乳はWholeタイプ
ですが、一番売れているのはSemi-skimmed
タイプです。
この店では大口の購入が多いのか、6パイント
プラスチックボトルの多さが目立ちました。

WM Morrisons Supermarket 
Plc.の牛乳売り場です。手前から、
Skimmed、Semi-skimmed、
Whole、Cravendale（プレミアム
牛乳）の順に並んでおり、下段カー
トは大型サイズの牛乳、上段はプレ
ミアム牛乳、1パイント小型牛乳で
す。いずれにせよ、陳列数は日本と
は比べ物にならない多さです。
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 牛乳生産費、物財費の高騰などから約2％上昇
～農林水産省・農業経営調査より～

　農林水産省発表の「農業経営調査・平成18
年牛乳生産費（全国）」（表1）によると、18年の
全国の牛乳生産費（全算入生産費・搾乳牛1頭
当たり）は、66万9561円で前年に比べ0.9％上
昇し、生乳100kg当たり（乳脂肪分3.5％換算）
の生産費は、7335円で前年に比べて0.6％増加
した。
　今回の調査で上昇が見られたのは、「種付料」
「流通飼料費」「光熱水料」「乳牛償却費」など。生産費の上昇には、労働時間の軽減などで人件費を低く
抑えたものの、乳牛の取得費や原油価格等の高騰で光熱動力費が上昇したことなどが影響している。
　一方、乳価が減少傾向にあることから搾乳牛1頭当たり粗収益は、前年に比べ1.0％減少し、73万3731
円となった。

 厳しい生乳需給を反映して乳用牛飼養頭数は2％減
～農林水産省・畜産統計調査より～

　農林水産省が発表した「畜産統計調査・乳用牛及び肉用牛の飼養動向（平成18年8月1日現在）」によると、
全国の乳用牛の飼養動頭数は昨年より2％減少した160万9000頭だった。平成4年から14年連続で飼養頭
数が減少する結果となった。このことは、生乳需給の緩和による計画生産の強化や高齢化等による農家
の休廃業が影響している（表2）。

　地域別では近畿地方と中国地方
で前年を上回ったのを除いて、全国
で前年を下回る結果となったが、な
かでも四国は96.4％と大きく下回っ
た。昨年度から積極的に生産抑制に
取り組んでいる九州地方も97.4％と
頭数を大きく減らしている。

表2　乳用牛の飼養頭数 単位：頭

全国農業地域
都 道 府 県

飼 養 頭 数
経 産 牛
頭数割合

％

飼養頭数
対 前 年
同 月 比

％

合　 計

成 畜（ ２ 歳 以 上 ）

未経産牛計経 産 牛

搾乳牛 乾乳牛

全 国 1,609,000 890,700 156,100 561,900 65.1 98.0

（農業地域）

北 海 道 １ 845,800 418,500 77,700 349,600 58.7 97.9

都 府 県 ２ 762,900 472,200 78,300 212,300 72.2 98.2

東 北 ３ 141,500 83,000 13,500 45,100 68.1 97.9

北 陸 ４ 22,200 14,400 2,350 5,420 75.7 97.4

関東・東山 ５ 243,600 154,800 26,200 62,600 74.3 98.7

東 海 ６ 75,900 49,900 7,520 18,500 75.8 100.0

近 畿 ７ 42,900 27,700 4,650 10,500 75.5 97.5

中 国 ８ 58,700 35,800 5,830 17,100 70.9 100.2

四 国 ９ 29,300 19,000 2,650 7,650 73.7 96.7

九 州 10 142,900 83,800 14,800 44,300 69.0 97.4

沖 縄 11 5,830 3,870 840 1,120 80.8 83.4

（農林水産省・畜産統計調査より）

表1 牛乳生産費と収益性
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 家庭飲用以外の新しい消費拡大策の可能性を探る
「牛乳消費拡大研究会」設置

　J-milkは少子化や朝食スタイルの変化等で消費が伸び悩む牛乳や乳製品について、新たな消費拡大策
を探り、事業化に向けて進めるための研究会「牛乳消費拡大研究会」を設置した。
　同研究会は、酪農乳業関係者や外部実務者など10名で構成され、主に家庭飲用以外の分野における消
費拡大策をテーマに搾り、その可能性を探り、次年度以降の事業化に向けて検討していく。
　同研究会は、下記に示すスケジュールで牛乳消費拡大事業について検討していくとしている。
①第1回研究会（10月16日）
・家庭飲用以外の分野における牛乳の消費拡大の可能性について意見交換。
・牛乳消費拡大に向けて具体的テーマの絞り込み。
②第2回研究会（12月）
・第1回研究会で整理されたテーマ別事業に対する意見交換。
・委員及び事務局からの具体的な事業の提案に対する意見交換。
③第3回委員会（1月）
・各テーマ別事業の提案、検討。
・実現性、波及効果等に対する意見交換。
④第4回委員会（3月）
・18年度の検討結果報告

 年末年始期の余乳発生状況を発表
J-milkが予測発表

　J-milkは11月21日、今年度の年末年始期の余乳処理対策の推進を発表した。
　発表資料によると年末年始期の北海道の生乳需給は、生乳供給が前年比4～5％減少して推移し、これ
によって道内での処理量は前年を下回って推移すると見込まれる。とくにこの時期の特定乳製品向け処
理量合計は約10％程度減少すると試算されている（表3）。
　また、都府県の生乳需給は、生乳生産量が前年2％程度下回ることに加えて、北海道からの搬入数量
が前年を大きく下回ることから、生乳供給量で3～4％減少すると見込まれる。生乳需要に関しては、牛
乳等向け生乳処理量が引き続き前年を下回って推移するものの、特定乳製品向けも5000t程度減少する
と見込まれる（表4）。

表3　北海道の年末年始期の需給予測 （単位：千t　％）

生 乳 供 給 量 都 府 県 へ の
搬 出 量

道 内 で の
処 理 量

特 定
乳 製 品 向 け

牛 乳 等 向 け・
そ の 他 乳 製 品
向 け 牛 乳 等 向 け そ の 他

乳 製 品 向 け
前 年 比 前 年 比 前 年 比 前 年 比 前 年 比 前 年 比 前 年 比

12月 308 95.2 24 83.0 284 94.8 144 99.3 44 101.8 101 105.3 140 89.4 

1月 312 96.0 24 84.3 288 95.7 134 101.1 43 100.2 91 104.7 155 92.1 

（J-milk発表資料より）

表4　都府県の年末年始期の需給予測 （単位：千t　％）

生 乳 供 給 量
牛 乳 等 向 け・
そ の 他 乳 製 品
向 け

特 定
乳 製 品 向 け都 府 県 生 乳 北 海 道 生 乳 牛 乳 等 向 け そ の 他

乳 製 品 向 け
前 年 比 前 年 比 前 年 比 前 年 比 前 年 比 前 年 比 前 年 比

12月 377 96.9 353 98.0 24 83.0 337 97.6 319 97.4 18 102.5 40 91.4 

1月 385 97.2 361 98.2 24 84.3 337 97.2 321 97.0 17 101.5 47 98.1 

（J-milk発表資料より）
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　なお、J-milkでは「昨年ほどの余乳処理対象生乳は発生しないものの、一昨年の水準は上回ると見込
まれ、また、都府県の余乳処理能力にも限界があることから、需給のわずかな変動や工場の小規模なト
ラブル、乳質や事故等によっても予想以上の混乱が生じることも危惧される。そのため年末年始は余乳
の処理、処理乳製品の取り扱い等について、事前に取引当事者間で協議を重ね、双方ともに納得して年
末年始期に望む」ことが必要だとしている。

 平成18年度第3四半期までの生乳および牛乳乳製品の需給見通し発表

　J-milkは、9月29日に第3回需給等分科会を開催し、平成18年度第3四半期までの生乳および牛乳乳製
品の需給見通しについて発表した。
　生乳生産の直近の動向は、北海道の生乳生産は6月以降前年水準を下回って推移し、都府県は2～3％
程度の減少で推移している。見通しとして、北海道で3％程度、都府県で2～3％減少すると予測される。
　生乳生産量を地域別に見ると、北海道は、減産型計画生産への取り組みに加え、夏場の暑さの影響
等もあり、7月時点では予測を下回って推移しており、第2四半期は前年比96.5％で、第3四半期は97.1％
で推移すると予測され、都府県は東海地域を除き、前年を下回って推移し第2四半期は前年比97.2％で、
第3四半期は97.6％と予測される。全国では第2四半期は前年比96.8％、第3四半期は97.4％で推移すると
予測される（表5）。
　牛乳等の消費については、牛乳の消費は引き続き減少基調にあり、2～3％程度の減少で推移している。
加工乳・成分調整牛乳、乳飲料は、加工乳・成分調整牛乳が引き続き前年水準を大幅に下回る一方、乳
飲料が第2四半期に入り好調であることから、合計では前年水準を上回って推移している。また、はっ
酵乳の消費は、5月に大幅な伸びを示して以降、5％前後の伸びを維持して好調に推移している。牛乳の
消費は平均2％程度の減少で推移していく見通しで、加工乳・成分調整牛乳、乳飲料トータルでの消費
は1～2％の増加が予測される。また、はっ酵乳の消費についても、平均5％程度の増加で推移していく
見通し（表6）。

表6　牛乳等向け処理量の推移と予測 （単位：1000㎘）

牛 乳
加工乳・成
分調整牛乳
・ 乳 飲 料

は っ
酵 乳前年比 前 年 比 前 年 比

4月 302 96.9% 131 96.8% 71 95.6%

5月 319 96.4% 142 99.6% 77 109.2%

6月 323 95.3% 144 97.6% 75 104.1%

7月 318 97.2% 155 100.6% 74 105.6%

8月 305 97.7% 162 103.8% 71 106.5%

9月 335 98.4% 157 100.7% 70 104.1%

10月 327 98.1% 152 101.6% 70 105.5%

11月 306 97.7% 135 101.5% 64 105.4%

12月 296 98.2% 129 101.1% 62 105.5%

第1四半期 945 96.2% 417 98.0% 223 102.9%

第2四半期 958 97.8% 474 101.7% 215 105.4%

第3四半期 929 98.0% 416 101.4% 196 105.4%

上期 1903 97.0% 891 99.9% 438 104.1%

（J-milk発表資料より）

表5　生乳生産量の推移と予測 （単位：1000ｔ）

全 国 北 海 道 都府県
前年比 前 年 比 前 年 比

4月 698 99.7% 316 100.5% 382 99.1%

5月 723 99.5% 332 100.5% 391 98.6%

6月 690 98.5% 324 98.8% 366 98.2%

7月 687 97.1% 327 97.0% 360 97.2%

8月 669 96.6% 321 96.3% 347 97.0%

9月 649 96.8% 311 96.1% 338 97.4%

10月 669 97.2% 317 97.0% 351 97.4%

11月 646 97.2% 305 97.2% 341 97.3%

12月 674 97.7% 317 97.3% 357 98.0%

第1四半期 2111 99.2% 972 99.9% 1139 98.6%

第2四半期 2005 96.8% 960 96.5% 1045 97.2%

第3四半期 1989 97.4% 939 97.1% 1050 97.6%

上期 4116 98.0% 1932 98.2% 2184 97.9%

（J-milk発表資料より）
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シリーズ：各指定団体の計画生産への取り組み　最終回

北陸酪連の場合
中央酪農会議では、生乳需給の緩和等の厳しい状況を踏まえ、

13年ぶりに減産型計画生産を実施することとなりました。

これを受け、本誌面において各指定団体の

計画生産の取り組みを順次紹介してまいりました。

最終回は北陸・東海・近畿・中国・四国の取り組みを紹介します。

成17年度の生乳需給については、予想を超えた生産量の回復と牛乳消費の低迷により、脱脂粉
乳在庫に加えバターも過剰在庫となる厳しい状況に推移しました。このため、平成18年度の生

乳計画生産の実施に当たっては、生乳需給の厳しい緩和状態に的確に対応し、バターも含めた乳製品在
庫のこれ以上の積み増しを回避するため、減産型の計画生産対策を実施することが中央酪農会議で決定
されました（脱脂粉乳については5000t削減）。
　北陸酪連の平成18年度生乳計画生産対策については、生産基盤を弱体化しないよう考慮しながら、需
要に見合った計画生産の実施を基本に、中央酪農会議において決定された「平成18年度の生乳計画生産・
需給調整対策の骨子」および、平成17年第5回理事会で決定した「平成18年度生乳計画生産対策実施に
係る対応方法について」に基づいて実施するとしています。

＊
間の目標数量設定については、以下のとおり中央酪農会議が設定する販売基準数量とするとし
ています。

目標数量=販売基準数量+販売基準数量×1%アローワンス数量

　会員別目標数量の設定方法については、平成17年度の生産抑制対策に北陸酪連全体の脱脂粉乳対策と
して全生産者の取り組みを実施したこと、ならびに下期の増産分は18年度計画生産数量に反映させない
ことを織り込んでいること、合わせて乳代の平準化も進展していることから、従来の会員単位の計画生
産内実績に基づく配分から、中央酪農会議が設定した販売基準数量を会員単位で平成17年度計画生産内
実績（北陸酪連全体の超過アローワンスと新潟県酪連未達調整分を加えた数量を上限として、脱脂粉乳
対策は除外した数量）の前年比が一律になるように以下のとおり設定するとしています。

① 北陸酪連が会員に設定する目標数量については年間目標数量とし、会員は生産者に対して月別に目標
数量を設定する。
② 平成18年度スタート時点での会員別年間販売基準数量は、平成17年度計画生産実績見込み比で一律
に第1次販売基準数量として設定する。

平

年
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③ 平成18年度会員別販売基準数量の確定（第2次配
分、平成18年4月末）は、平成17年度用途別数量
が確定し、最終的に中央酪農会議が北陸酪連に設
定した販売基準数量に基づき再計算した数量にア
ローワンスを含めた数量を会員に対する販売基準
数量の確定として再設定する。

　生乳計画生産対策の取り組み方および目標数量の
管理については、北陸酪連が各県の目標数量の設定・

管理を実施するとともに、生乳計画生産対策の取組み方について以下の通り実施するとしています。

① 生産者への目標数量の設定は、生産者個人別の目標数量を月別に設定することとし、その方法につ
いては各県の生産条件等を踏まえ目標数量以内で会員が独自に設定する。
② 生産者の年度内廃業者枠の取り扱いについては、会員の生産環境を考慮して会員の持ち枠とし有効
に活用する。
③ 会員間調整の実施については、平成18年11月末に会員間の目標数量調整措置を実施し、目標数量の
追加・返上の希望があった会員間の目標数量を調整する。

　なお、目標数量遵守対策については、「会員は目標数量の徹底した管理と体細胞規制・駄牛淘汰等の
生産抑制対策を実施する」とすることになっています。12月以降個人別目標数量を超過する生産者に
対して、会員間調整後の結果目標数量を超過する会員に対しては、生産抑制対策の強化を実施し、目
標数量内に生産を抑制します。平成18年度末の最終的な会員間内調整の結果目標数量超過となった場
合には、12月末の会員間調整後の会員毎の目標数量を基準に、40円/kgのペナルティを課すとともに、
翌年度の販売基準数量からその超過数量分が差し引かれます。

＊
の他、目標数量の管理ならびに生乳需給動向を的確に把握するため、会員等を対象に必要に応
じて計画生産ヒアリングや生産予測調査等を実施し、円滑な計画生産の実施と生乳の有利販売、

生乳需給の調整に資するとしています。また、平成18年度から域内乳業者に対し、はっ酵乳等向、生
クリーム等向を設定して域内生乳需要の拡大を図り、広域生乳についても全農や他の指定団体と協議
を行い、激変緩和措置を踏まえ数量限定によるはっ酵乳等向などの用途拡大を進めるとしています。

＊
乳乳製品の消費拡大対策の実施については、中央酪農会議が実施するキャンペーンの継続実施
の他、乳製品の農村消費拡大対策としてバターの生産者割り当て（1戸当たり60箱、1箱=200g）を

実施するとしています。

そ

牛
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各指定団体の計画生産への取り組み　最終回

東海酪連の場合

海酪連の平成18年度生産目標数量は、生産者からの申告数量を会員と精査したところ中央酪農会議
から示される販売基準数量を大きく上回ることが想定されたため、生産基盤の維持に配慮し、①販売

基準数量、②特別枠A（全体枠）、③特別枠B（全体枠）、④チーズ、⑤1%アローワンス、⑥新規就農枠、
⑦アウトイン異動枠、⑧7~10月増量分（中酪）、⑨特別枠AおよびB（会員縦割）、の合計から設定されています。
また、需要期の生乳生産確保のために、格差金の幅を広げ、引き続き需要期生産対策を実施しています。
　生産目標数量は、配分ルールに従って年間計画生産基本数量と希望する会員に配分される縦割り枠に区
分されています。年間計画生産基本数量は、上記①～④の合計数量としています。
　各会員への配分は、廃業者をのぞく平成16年度と平成17年度の会員実績をそれぞれ1/4と3/4の割合で年
間計画生産基本数量を按分して配分されています。縦割り枠は、⑥～⑨が配分されることになります。
　また、⑤1%アローワンスについては、年度内の牛舎新築による規模拡大者枠とし、会員と協議のうえ割り当
てをして残余については東海酪連で保留するとしています。

＊
別生産目標数量については、4～10月と11～3月の2期制とし、4～10月に年間出荷許容数量の61%が
設定されています。

　期中の生産目標数量調整措置としては、10月の実績確定時点で前期に設定した61%枠の未達数量を東海
酪連で保留し、アローワンスの保留分と合わせて7～10月の実績数量で按分し、後期に対する会員再配分を
行うこととしています。また、7～10月実績が東海酪連全体で前年度を上回る場合は、当該数量（中酪容認数量）
も後期に対する再配分に加えるものとしています。
　なお、10月終了時点で、後期の抑制型計画生産の会員間調整等について理事会で検討することとしてい
ます。

＊
海酪連では、需要期生産対策として期別乳価設定の他に、需要期特別増産奨励対策を実施すること
としています。この対策は、7月1日～10月31日までの月ごとの個人別受託乳量が前年度同月の受託乳

量を上回った数量に対してkg当たり2円を増産奨励金として支払うもので、財源として4月から翌年2月までの受
託乳量に対し、kg当たり3.3銭を積立てるという内容となっています（転廃業者は奨励対象外）。

東

月

東
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各指定団体の計画生産への取り組み　最終回

近畿生乳販連の場合

畿生乳販連では、平成18年度の生乳計画生産・需給調整対策の実施に当たり、飲用牛乳の消
費減退および脱脂粉乳・バターの過剰等、厳しい生乳需給の緩和実態を考慮し、12年ぶりの

減産型計画生産を余儀なくされています。その一方で、酪農家の高齢化、後継者不足および廃業等
を背景に、生乳生産の減少が懸念されるため、極力生乳生産基盤の弱体化を招かないよう配慮され
ています。

＊
畿生乳販連の生乳出荷目標数量は、中央酪農会議から配分された販売基準数量のみとし、特
別枠の実施は予定されておらず、設定枠に不足・余剰が生じる場合は、指定団体間の調整措

置によって対処するものとされています。
　生乳出荷目標数量の会員への配分は、平成16年度の会員別実績によって1/4が、平成17年度の会員
別実績によって3/4が配分され、会員別の目標数量とされています。ただし、年度内の最終数量は、
近畿地域全体として管理するものとしています。個人別の出荷目標数量の設定については会員が数
量を設定することを基本とし、会員に一任とされています。
　生乳の安全・安心の信頼性確保のための高品質生乳生産、需要期対応生乳生産事業への取り組み
等を通じて、減産型計画生産を遵守し、生産量が最終的に生乳出荷目標数量の枠内に収まるよう、
会員を通じて指導を行っているとしています。

＊
た、「牛乳に相談だ。」キャンペーンの一環として、今年度は京都がモデルエリアに指定され
ており、乳業者や流通と連携した統合的キャンペーンが展開されています。さらに、会員が行

う消費拡大・宣伝活動への経費助成を行うとともに、酪農家も消費拡大に参加できるようにするため、
独自の取り組みを行われています。一例としては、自家用車等に貼り付けるためのマグネットシー
ルを作成し、管内酪農家および関係機関に配布し、生産者自らPR活動を行われています。

近

ま

近
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各指定団体の計画生産への取り組み　最終回

中国生乳販連の場合

国生乳販連の生乳生産基盤は、平成18年度から始まったポジティブリスト制度への対応等による廃業
に起因する減少量は平年より上回りますが、認定農業者の計画遂行をはじめとする規模拡大の増加要

因もあり、全体の生産量は前年並みと見通されるとしています。そのなかで計画生産の運営基本方針としては、
①現下の生乳需給の改善を目的として策定された減産型計画生産対策に、全国の酪農組織と一体となって
取り組みを図り、2～3年の減産型継続を見越す、②個人別配分概念の理解を得た運営を図る、③生乳共販
体制への移行方針および需給調整の円滑化等、指定団体機能の整備促進を踏まえた運営を図る、④減産
型計画生産の実施において、管内生乳の品質および生産性向上による競争力確保のため経営の再点検を推
奨する、としています。

＊
画生産量の配分は、「基本数量」から「前年度新規枠」および前年度脱脂粉乳特別対策に係る「次年
度繰越数量」を差し引いた、前年度計画生産実績見込み対比97.4%を会員別配分総量とするとして

います。会員別配分基本数量は、平成17年度会員別計画生産実績見込み数量（ただし、広島は受託販売
実績から新規就農者実績数量を、島根・岡山はチーズ向け実績数量を差し引く）に、一律97.4%を乗じた数
量とするとしています。なお、上記で設定された会員別基本数量に対し、前年度新規枠（広島）および次年
度繰越数量を加算することとしています。
　会員組織内の配分については、県内事情を踏まえ個人別配分を原則とした配分を行うとしています。特別
枠の申請は、会員がやむをえなく基本数量を超過し特別枠を採択する場合、当該数量に係る負担等を組織
決定し、中国生乳販連に申請するとしています。なお、特別枠の管理は申請した当該会員の責任とし、中国
生乳販連は特別枠の実施に係る事務処理方法及び実施計画を作成するとしています。
　新規就農者枠については計画目標数量に基づく配分を得るものとするが、初年度においてのみ、配分数量
と実績数量に差が生じた場合は中国生乳販連が全体調整に活用するとしています。

＊
題として、現下の乳製品過剰在庫および乳製品相場の下落から、乳業者の不需要期余乳引き受け敬
遠が想定され、さらに指定団体が委託加工した場合は乳製品の販路にも制約が生ずることが懸念され

るとしています。円滑な需給調整および生乳取引の安定を図るため、減産計画生産の実施は不需要期とされ
る12～3月を重点とした抑制対策に取り組めるよう実行ある対策（季節別乳価見直し・駄牛淘汰、等）を講ずる
必要があるとしています。
　また、平成18年度計画生産対策に附帯する事項として、現下の厳しい乳製品在庫状況を踏まえ、生産者
自らによる需給改善への意欲と理解醸成に資するため、酪農家一戸当たりバター60箱（200g/箱）を目途とした
乳製品の農村消費拡大対策に取り組んできております。

中
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各指定団体の計画生産への取り組み　最終回

四国生乳販連の場合

国生乳販連の生乳計画生産は、中央酪農会議の方針に基づき、乳製品の過剰在庫を積み増ししな
い水準の数量を基本に、国内生乳需給を考慮した減産型の計画生産に取り組むものとしています。

　一方、四国の生産現場の実態を踏まえ、多彩な生産条件を念頭に、酪農生産基盤の弱体化を極力招来
しないことに配慮しつつ、適切な生乳出荷抑制対策を実施し、円滑に計画生産を推進するものとしています。

＊
員への販売基準数量の設定方法は、中央酪農会議から配分された販売基準数量の3/4を平成17年
度実績に基づき算出した会員団体別の構成比に基づき、残りの1/4を平成16年度実績に基づき算出

した会員団体別の構成比に基づき按分しています。また、原則として減産型の計画生産に取り組むことから、
特別枠は取得しません。
　販売基準数量の期中調整は、増量と減量希望の会員団体は、11月末に申請できるものとし、四国内で協
調的に会員団体間の調整を行います。
　未達・超過措置としては、18年度末に未達数量（販売基準数量に対して99%を下回る計画生産実績）が発
生した場合は、未達数量削減として、18年度数量設定の手法に拘らず、削減対象数量の20%を19年度の
販売基準数量から削減します。また、超過・未達のうち、最終供給目標数量の上下1%を上限としてペナルティ
対象にしますが、次年度の設定数量に対しては、未達数量は反映させません。また、超過に対する金銭ペ
ナルティは、中央酪農会議の基本要領によりますが、会員団体が負担することになります。
　なお、一部の会員団体が超過し、超過に関連して国などから四国生乳販連に支出される補助金・補給金
などの削減があった場合は、その責務も負うこととしています。
　中央の方針に基づき、四国においても個別酪農家の生産条件に対応した適切な出荷抑制を推進するため
に、体細胞等の規制強化による低乳質生乳の出荷抑制対策を実施するとしています。
　効果が認められない場合、地域の実情を踏まえて生産調整対策等を選択的に導入・実施しその効果を緊
急的かつ早期に取り組むものとしています。

①低能力牛淘汰による、生乳の生産抑制。
②有償による流動化の実施。
③早期乾乳と毎日バケツ一杯の全乳哺育の完全実施。
④1日3回搾乳の生産者については、2回搾乳に変更する等

　さまざまな工夫と努力により、地域一体となった取り組みを行い、出荷抑制を行います。
　以上の内容により年度当初から、計画生産達成のために鋭意取り組んできました。しかし、中央において
下半期にかけて計画生産の着実な達成および次年度生産枠への実績作りの為の増産を行わないよう、現時
点の課題と対策等の検討が行われました。こうした状況を踏まえ、四国生乳販連においては、18年度計画
生産対策について未達数量の削減及び未達ペナルティを実施しないこと、19年度計画生産対策においては、
18年度中の減産努力を公平に評価することを念頭において、18年度の実績を反映しない方法で取り組むこと
を基本方向として検討を進めています。

四
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指定団体・中酪の月間スケジュール（12月）

中酪スケジュール

指定団体・関連団体等 中央酪農会議
12月1日 金 東北生乳販連 先生のための酪農体験　（山川牧場）

2日 土 指定団体・全国連実務責任者会議　（JAビル 10：30）

3日 日 第2回国産ナチュラルチーズ製造技術研修会
（蔵王酪農センター）（～8日）

基礎調査　（中国：岡山）（～5日）

4日 月
西日本指定団体協議会　（高松）（～5日）
中四国ブロック生乳検査技術検討会
（生乳検査運営協議会） （ホテル宍道湖 13：30～）

5日 火 第2回牛乳消費拡大研究会
（Jミルク会議室 15：00～）

6日 水

18年度酪農ヘルパー事業中央研究会
（コープビル6階第3会議室 13：00～）

第5回普及専門部会作業委員会 
（Jミルク会議室 13：30～）

18年度食品規格/コーデック乳乳製品部会合同会議
（乳業会館A会議室 14：00～）

7日 木

第174回理事会　（日本乳業技術協会）
（フォーシーズンスホテル東京1階メイプルルーム 17：00～）

北陸酪連 第3回幹事会（新潟県酪連会議室 12：00～）
関東生乳販連 需給懇談会　（静岡）（～8日）

8日 金
9日 土
10日 日

11日 月 18年度酪農専門部会　（JDIF）
（乳業会館A会議室 14：00～）

12日 火

北陸酪連 第5回理事会、第1回臨時総会
（金沢都ホテル 12：30～）

四国生乳販連 第5回理事会 
（香川県JAビル3階 13：30～）

13日 水
14日 木 東日本指定団体会議　（北海道）（～15日）

15日 金
畜産情報ネットワーク推進事業　（中央畜産会）

（中央畜産会会議室 10：30～）
第3回消費流通構造調査検討会 （Jミルク 10：00～）

全国生乳検査協会運営協議会、組織変更検討会議
（中央酪農会議 会議室 14：00～）

16日 土
17日 日

18日 月 18年度経済市場専門部会 
（乳業会館A会議室 14：00～）

19日 火
指定団体会長、指定団体・全国連実務責任者会議

（JAビル8階第4会議室 11：00～）
第286理事会 （JAビル8階第2会議室 14：00～）

20日 水

21日 木

関東生乳販連 受託販売委員会
（東京八重洲ホール 13：30～）

関東生乳販連 第75回理事会
（東京八重洲ホール 15：30～）

22日 金
23日 土
24日 日
25日 月
26日 火
27日 水
28日 木
29日 金
30日 土
31日 日
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指定団体・中酪の月間スケジュール（平成19年1月）

掲

示

板

指定団体・関連団体等 中央酪農会議
1月1日 月
2日 火
3日 水
4日 木
5日 金 関東生乳販連 賀詞交歓会　(酪農会館 15：00～)
6日 土
7日 日
8日 月
9日 火
10日 水
11日 木
12日 金
13日 土
14日 日
15日 月
16日 火
17日 水
18日 木
19日 金
20日 土
21日 日
22日 月
23日 火
24日 水
25日 木
26日 金
27日 土
28日 日
29日 月    
30日 火
31日 水
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平成18年度9月用途別販売実績
平成18年10月18日現在　　社団法人　中央酪農会議

1）総受託乳量 2）販売乳量 （全乳哺育・緊急余乳を除く）

指 定 団 体
9月 4-9月累計

指 定 団 体
9月 4-9月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン % トン % トン % トン %

北 海 道 299,328 95.5 1,868,318 98.0 北 海 道 299,328 95.5 1,868,318 98.0
青 森 6,254 93.6 39,593 96.7 青 森
岩 手 19,168 98.2 117,959 97.3 岩 手
宮 城 11,836 96.5 75,135 97.7 宮 城
秋 田 2,781 97.3 18,014 101.8 秋 田
山 形 7,427 99.4 46,478 99.2 山 形
福 島 8,567 95.7 55,301 98.5 福 島

東北生乳販連 56,033 97.0 352,481 98.0 東北生乳販連 56,027 97.0 352,442 98.0
茨 城 14,407 99.2 92,753 99.9 茨 城
栃 木 25,564 100.5 163,773 101.4 栃 木
群 馬 20,032 97.5 130,655 99.2 群 馬
埼 玉 7,135 96.7 46,941 97.1 埼 玉
千 葉 21,391 97.5 135,929 97.3 千 葉
東 京 1,112 101.1 7,176 99.7 東 京
神 奈 川 5,359 95.1 36,436 95.3 神 奈 川
山 梨 988 88.0 6,684 95.7 山 梨
静 岡 7,921 101.4 52,037 101.3 静 岡

関東生乳販連 103,908 98.5 672,383 99.2 関東生乳販連 103,908 98.5 672,383 99.2
大島・八丈島 17 78.3 137 91.9 大島・八丈島 17 78.3 137 91.9
関 東 合 計 103,925 98.5 672,519 99.2 関 東 合 計 103,925 98.5 672,519 99.2
新 潟 5,973 101.7 37,727 99.6 新 潟
富 山 1,481 99.7 9,477 101.4 富 山
石 川 2,240 94.3 14,594 95.1 石 川
福 井 779 95.3 5,221 97.1 福 井

北 陸 酪 連 10,474 99.3 67,019 98.7 北 陸 酪 連 10,474 99.3 67,019 98.7
長 野 9,818 98.3 61,985 97.9 長 野
岐 阜 4,549 99.0 29,190 98.0 岐 阜
愛 知 19,671 105.5 126,773 104.6 愛 知
三 重 4,329 98.5 28,357 98.6 三 重

東 海 酪 連 38,366 102.0 246,305 101.3 東 海 酪 連 38,366 102.0 246,305 101.3
滋 賀 1,712 95.1 11,044 95.3 滋 賀
京 都 2,336 102.5 14,734 100.1 京 都
大 阪 1,209 100.0 7,914 99.6 大 阪
兵 庫 9,927 96.5 64,923 96.2 兵 庫
奈 良 2,536 96.1 16,647 96.9 奈 良
和 歌 山 210 194.9 1,424 205.1 和 歌 山

近畿生乳販連 17,930 97.9 116,687 97.6 近畿生乳販連 17,930 97.9 116,687 97.6
鳥 取 4,921 94.0 31,982 98.1 鳥 取
島 根 4,839 96.7 31,402 97.7 島 根
岡 山 9,199 100.9 59,798 99.9 岡 山
広 島 5,136 103.7 31,754 102.0 広 島
山 口 1,755 97.5 11,658 98.1 山 口

中国生乳販連 25,850 99.0 166,594 99.4 中国生乳販連 25,850 99.0 166,594 99.4
徳 島 3,576 98.6 23,326 96.1 徳 島
香 川 3,095 97.2 19,933 96.9 香 川
愛 媛 3,601 91.1 24,587 96.2 愛 媛
高 知 1,984 95.5 13,441 101.1 高 知

四国生乳販連 12,256 95.4 81,287 97.1 四国生乳販連 12,256 95.4 81,287 97.1
福 岡 8,572 92.9 55,209 92.4 福 岡
佐 賀 2,072 95.1 13,943 96.0 佐 賀
長 崎 4,421 95.5 29,045 96.9 長 崎
熊 本 19,590 93.4 127,050 93.5 熊 本
大 分 7,743 94.6 49,172 92.5 大 分
宮 崎 7,614 93.8 50,636 94.6 宮 崎
鹿 児 島 7,064 93.4 47,344 94.3 鹿 児 島

九州生乳販連 57,077 93.8 372,399 93.8 九州生乳販連 57,077 93.8 372,399 93.8
都 府 県 321,911 97.7 2,075,291 98.0 都 府 県 321,905 97.7 2,075,252 98.0
合 計 621,239 96.6 3,943,609 98.0 合 計 621,233 96.6 3,943,570 98.0

注）この速報は、キロ（kg）で報告いただた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。
 　予めご了承下さい。
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3）飲用牛乳向 4）はっ酵乳等向

指 定 団 体 9月 4-9月累計 指 定 団 体 9月 4-9月累計
前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比

トン % トン % トン % トン %
北 海 道 86,455 98.7 397,022 95.1 北 海 道 8,268 113.3 46,261 108.2

東北生乳販連 44,992 97.0 258,944 96.0 東北生乳販連 5,213 111.9 29,658 97.1

関東生乳販連 87,498 96.0 533,304 96.0 関東生乳販連 12,670 118.0 81,525 116.5

大島・八丈島 17 88.4 101 97.2 大島・八丈島 0 ̶ 0 ̶

関 東 計 87,514 96.0 533,404 96.0 関 東 計 12,670 118.0 81,525 116.5

北 陸 酪 連 10,269 97.7 64,371 96.7 北 陸 酪 連 140 ̶ 650 ̶

東 海 酪 連 33,910 99.9 203,324 97.0 東 海 酪 連 3,191 115.8 18,635 106.5

近畿生乳販連 16,917 93.6 109,467 93.7 近畿生乳販連 1,013 414.4 6,768 371.8

中国生乳販連 20,167 94.3 128,189 94.3 中国生乳販連 4,602 125.9 26,772 123.8

四国生乳販連 11,235 92.8 73,091 95.4 四国生乳販連 350 518.7 1,228 293.7

九州生乳販連 47,076 91.8 283,769 93.9 九州生乳販連 6,025 108.8 34,867 107.1

都 府 県 272,079 95.5 1,654,559 95.5 都 府 県 33,205 120.1 200,104 114.7

合 計 358,534 96.2 2,051,580 95.4 合 計 41,473 118.6 246,365 113.4

5）特定乳製品向け 6）生クリーム等向け

指 定 団 体 9月 4-9月累計 指 定 団 体 9月 4-9月累計
前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比

トン % トン % トン % トン %
北 海 道 106,677 85.6 839,741 94.2 北 海 道 71,064 104.7 416,578 105.1

東北生乳販連 2,838 72.9 46,819 109.1 東北生乳販連 2,545 106.8 14,456 103.6

関東生乳販連 2,251 96.1 47,878 107.7 関東生乳販連 1,451 118.9 9,403 117.9

大島・八丈島 0 0.0 36 79.6 大島・八丈島 0 ̶ 0 ̶

関 東 計 2,251 96.0 47,914 107.7 関 東 計 1,451 118.9 9,403 117.9

北 陸 酪 連 14 37.1 1,690 125.3 北 陸 酪 連 49 ̶ 298 ̶

東 海 酪 連 623 204.0 20,046 161.8 東 海 酪 連 486 101.9 3,467 120.2

近畿生乳販連 0 ̶ 452 45.9 近畿生乳販連 0 ̶ 0 ̶

中国生乳販連 463 114.2 5,978 97.6 中国生乳販連 598 92.4 5,542 147.0

四国生乳販連 329 156.1 5,191 126.9 四国生乳販連 324 73.5 1,716 68.7

九州生乳販連 1,528 92.5 38,221 79.8 九州生乳販連 2,368 103.5 15,012 107.9

都 府 県 8,046 91.0 166,311 103.8 都 府 県 7,821 104.9 49,894 110.9

合 計 114,723 85.9 1,006,052 95.7 合 計 78,885 104.8 466,472 105.7

7）チーズ向け 8）全乳哺育向け

指 定 団 体 9月 4-9月累計 指 定 団 体 9月 4-9月累計
前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比

トン % トン % トン % トン %
北 海 道 26,864 102.8 168,716 106.0 北 海 道 0 ̶ 0 ̶

東北生乳販連 439 107.3 2,566 99.5 東北生乳販連 6 82.6 39 92.3

関東生乳販連 39 92.1 273 109.3 関東生乳販連 0 ̶ 0 ̶

大島・八丈島 0 ̶ 0 ̶ 大島・八丈島 0 ̶ 0 ̶

関 東 計 39 92.1 273 109.3 関 東 計 0 ̶ 0 ̶

北 陸 酪 連 2 165.5 11 127.9 北 陸 酪 連 0 ̶ 0 ̶

東 海 酪 連 156 116.8 832 108.2 東 海 酪 連 0 ̶ 0 ̶

近畿生乳販連 0 ̶ 0 ̶ 近畿生乳販連 0 ̶ 0 ̶

中国生乳販連 20 103.3 113 111.6 中国生乳販連 0 ̶ 0 ̶

四国生乳販連 19 132.6 61 116.0 四国生乳販連 0 ̶ 0 ̶

九州生乳販連 80 84.6 530 104.2 九州生乳販連 0 ̶ 0 ̶

都 府 県 755 105.7 4,385 102.7 都 府 県 6 82.6 39 92.3

合 計 27,619 102.9 173,101 105.9 合 計 6 82.6 39 92.3

注）この速報は、キロ（kg）で報告いただた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。
　 予めご了承下さい。
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平成18年度10月用途別販売実績
平成18年11月15日現在　　社団法人　中央酪農会議

1）総受託乳量 2）販売乳量 （全乳哺育・緊急余乳を除く）

指 定 団 体
10月 4-10月累計

指 定 団 体
10月 4-10月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン % トン % トン % トン %

北 海 道 300,721 94.5 2,169,040 97.5 北 海 道 300,721 94.5 2,169,040 97.5
青 森 6,520 94.6 46,114 96.4 青 森
岩 手 19,429 98.1 137,387 97.4 岩 手
宮 城 12,212 96.8 87,347 97.6 宮 城
秋 田 2,737 93.0 20,752 100.6 秋 田
山 形 7,591 99.5 54,069 99.2 山 形
福 島 8,752 95.1 64,054 98.0 福 島

東北生乳販連 57,242 96.9 409,723 97.8 東北生乳販連 57,236 96.9 409,678 97.8
茨 城 14,902 99.3 107,656 99.8 茨 城
栃 木 26,263 99.5 190,036 101.1 栃 木
群 馬 20,796 97.2 151,451 98.9 群 馬
埼 玉 7,364 97.3 54,304 97.1 埼 玉
千 葉 22,244 98.1 158,172 97.4 千 葉
東 京 1,132 99.0 8,308 99.6 東 京
神 奈 川 5,563 95.3 41,999 95.3 神 奈 川
山 梨 1,082 94.6 7,765 95.6 山 梨
静 岡 8,205 100.2 60,242 101.1 静 岡

関東生乳販連 107,551 98.3 779,934 99.1 関東生乳販連 107,551 98.3 779,934 99.1
大島・八丈島 15 66.9 151 88.7 大島・八丈島 15 66.9 151 88.7
関 東 合 計 107,566 98.3 780,085 99.1 関 東 合 計 107,566 98.3 780,085 99.1
新 潟 6,086 99.5 43,814 99.6 新 潟
富 山 1,493 95.7 10,970 100.6 富 山
石 川 2,294 93.3 16,887 94.9 石 川
福 井 782 90.8 6,003 96.2 福 井

北 陸 酪 連 10,655 96.9 77,674 98.4 北 陸 酪 連 10,655 96.9 77,674 98.4
長 野 10,264 99.0 72,249 98.0 長 野
岐 阜 4,703 99.1 33,893 98.1 岐 阜
愛 知 20,169 101.5 146,942 104.2 愛 知
三 重 4,556 98.4 32,913 98.6 三 重

東 海 酪 連 39,691 100.2 285,996 101.2 東 海 酪 連 39,691 100.2 285,996 101.2
滋 賀 1,770 94.4 12,814 95.2 滋 賀
京 都 2,407 101.4 17,141 100.3 京 都
大 阪 1,226 98.9 9,141 99.5 大 阪
兵 庫 10,433 98.0 75,355 96.4 兵 庫
奈 良 2,644 96.9 19,291 96.9 奈 良
和 歌 山 251 166.3 1,675 198.2 和 歌 山

近畿生乳販連 18,731 98.5 135,418 97.7 近畿生乳販連 18,731 98.5 135,418 97.7
鳥 取 5,114 93.7 37,095 97.4 鳥 取
島 根 5,038 95.7 36,441 97.4 島 根
岡 山 9,528 99.5 69,326 99.9 岡 山
広 島 5,293 102.9 37,046 102.2 広 島
山 口 1,840 98.9 13,498 98.2 山 口

中国生乳販連 26,813 98.2 193,407 99.2 中国生乳販連 26,813 98.2 193,407 99.2
徳 島 3,656 96.8 26,981 96.2 徳 島
香 川 3,147 94.8 23,080 96.6 香 川
愛 媛 3,760 90.1 28,347 95.4 愛 媛
高 知 2,088 93.3 15,529 100.0 高 知

四国生乳販連 12,651 93.7 93,938 96.7 四国生乳販連 12,651 93.7 93,938 96.7
福 岡 8,990 93.3 64,199 92.5 福 岡
佐 賀 2,182 94.3 16,125 95.7 佐 賀
長 崎 4,620 96.6 33,665 96.8 長 崎
熊 本 20,457 94.6 147,507 93.6 熊 本
大 分 8,303 96.4 57,474 93.0 大 分
宮 崎 8,078 94.8 58,714 94.6 宮 崎
鹿 児 島 7,369 96.0 54,713 94.5 鹿 児 島

九州生乳販連 59,999 95.0 432,398 93.9 九州生乳販連 59,999 95.0 432,398 93.9
都 府 県 333,347 97.4 2,408,637 97.9 都 府 県 333,341 97.4 2,408,592 97.9
合 計 634,068 96.1 4,577,677 97.7 合 計 634,062 96.1 4,577,632 97.7

注）この速報は、キロ（㎏）で報告いただた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。
　　予めご了承下さい。
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3）飲用牛乳向 4）はっ酵乳等向

指定団体
8月 4-8月累計

指定団体
8月 4-8月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比

トン % トン % トン % トン %

北 海 道 68,012 93.3 465,034 94.8 北 海 道 8,508 117.4 54,769 109.5

東北生乳販連 45,600 98.4 304,544 96.3 東北生乳販連 4,915 105.0 34,573 98.2

関東生乳販連 89,943 96.7 623,246 96.1 関東生乳販連 13,200 119.7 94,726 117.0

大島・八丈島 15 81.0 116 94.8 大島・八丈島 0 ̶ 0 ̶

関 東 計 89,957 96.7 623,362 96.1 関 東 計 13,200 119.7 94,726 117.0

北 陸 酪 連 10,450 95.4 74,821 96.5 北 陸 酪 連 141 ̶ 791 ̶

東 海 酪 連 34,614 99.4 237,938 97.4 東 海 酪 連 3,171 115.3 21,807 107.7

近畿生乳販連 17,704 94.0 127,171 93.8 近畿生乳販連 1,026 562.2 7,794 389.2

中国生乳販連 20,862 93.5 149,051 94.2 中国生乳販連 4,635 124.5 31,408 123.9

四国生乳販連 11,048 88.7 84,139 94.5 四国生乳販連 744 1085.7 1,972 405.3

九州生乳販連 48,496 92.6 332,264 93.7 九州生乳販連 6,235 105.6 41,103 106.9

都 府 県 278,732 95.8 1,933,291 95.5 都 府 県 34,069 120.2 234,173 115.5

合 計 346,744 95.3 2,398,324 95.4 合 計 42,578 119.7 288,942 114.3

5）特定乳製品向け 6）生クリーム等向け

指定団体
8月 4-8月累計

指定団体
8月 4-8月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比

トン % トン % トン % トン %

北 海 道 125,816 89.1 965,558 93.5 北 海 道 71,119 104.8 487,697 105.1

東北生乳販連 3,505 71.0 50,324 105.2 東北生乳販連 2,753 104.2 17,209 103.7

関東生乳販連 2,403 58.0 50,281 103.5 関東生乳販連 1,954 164.7 11,356 123.9

大島・八丈島 0 0.0 36 73.3 大島・八丈島 0 ̶ 0 ̶

関 東 計 2,403 58.0 50,316 103.4 関 東 計 1,954 164.7 11,356 123.9

北 陸 酪 連 14 35.7 1,704 122.8 北 陸 酪 連 47 ̶ 345 ̶

東 海 酪 連 1,138 88.7 21,184 154.9 東 海 酪 連 585 100.4 4,052 116.9

近畿生乳販連 0 ̶ 452 45.9 近畿生乳販連 0 ̶ 0 ̶

中国生乳販連 637 115.7 6,615 99.1 中国生乳販連 655 94.6 6,196 138.8

四国生乳販連 483 88.7 5,674 122.4 四国生乳販連 360 86.0 2,076 71.2

九州生乳販連 2,744 109.9 40,965 81.2 九州生乳販連 2,457 105.3 17,469 107.5

都 府 県 10,923 78.0 177,234 101.7 都 府 県 8,811 112.2 58,704 111.1

合 計 136,740 88.1 1,142,792 94.7 合 計 79,930 105.6 546,402 105.7

7）チーズ向け 8）全乳哺育向け

指定団体
8月 4-8月累計

指定団体
8月 4-8月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比

トン % トン % トン % トン %

北 海 道 27,266 94.5 195,982 104.2 北 海 道 0 ̶ 0 ̶

東北生乳販連 463 97.7 3,029 99.2 東北生乳販連 6 82.6 45 90.9

関東生乳販連 52 122.8 325 111.3 関東生乳販連 0 ̶ 0 ̶

大島・八丈島 0 ̶ 0 ̶ 大島・八丈島 0 ̶ 0 ̶

関 東 計 52 122.8 325 111.3 関 東 計 0 ̶ 0 ̶

北 陸 酪 連 2 152.2 13 131.6 北 陸 酪 連 0 ̶ 0 ̶

東 海 酪 連 183 108.9 1,015 108.4 東 海 酪 連 0 ̶ 0 ̶

近畿生乳販連 0 ̶ 0 ̶ 近畿生乳販連 0 ̶ 0 ̶

中国生乳販連 23 131.4 136 114.6 中国生乳販連 0 ̶ 0 ̶

四国生乳販連 16 79.5 77 106.1 四国生乳販連 0 ̶ 0 ̶

九州生乳販連 67 86.1 596 101.8 九州生乳販連 0 ̶ 0 ̶

都 府 県 806 100.7 5,190 102.4 都 府 県 6 82.6 45 90.9

合 計 28,071 94.6 201,172 104.2 合 計 6 82.6 45 90.9

注）この速報は、キロ（㎏）で報告いただた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。
　　予めご了承下さい。
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指 定
団 体

販売基準数量
配分数量

新規就農枠
配分数量

（7月6日配分済）

アウトイン修正
（11月2日時点）

修正済み
販売基準数量
（11月2日時点）

特別枠Ａ
配分数量

特別枠Ａ’
配分数量

特別枠B
配分数量
(※）

特別枠Ａ、Ａ’、B
配分後の
供給目標数量

17年度
計画生産
実績比
（繰越数
量含む）

R2 R3 R4 R0=R2+R3+R4 S1 S2 S3 R5=R4+S1+
S2+S3

T=R3/
昨年度実績

北海道 3,197,845,000 2,620,809 3,200,465,809 132,577,000 46,000,000 41,340,000 3,420,382,809 99.4%

東 北 676,951,000 1,326,356 1,300,798 679,578,154 6,849,000 0 1,000,000 687,427,154 97.3%

関 東 1,298,113,000 616,457 1,298,729,457 10,218,000 0 7,000,000 1,315,947,457 98.1%

北 陸 131,174,000 221,506 131,395,506 0 0 0 131,395,506 97.9%

東 海 465,814,000 52,242 1,757,131 467,623,373 3,000,000 0 6,150,000 476,773,373 99.2%

近 畿 230,646,000 790,597 58,011 231,494,608 0 0 0 231,494,608 98.2%

中 国 322,225,000 1,377,970 323,602,970 4,562,000 0 250,000 328,414,970 98.7%

四 国 161,230,000 1,350,000 162,580,000 0 0 0 162,580,000 97.1%

九 州 741,617,000 1,644,062 743,261,062 0 0 0 743,261,062 96.0%

都府県 4,027,770,000 7,379,190 3,115,940 4,038,265,130 24,629,000 0 14,400,000 4,077,294,130 97.7%

全 国 7,225,615,000 9,999,999 3,115,940 7,238,730,939 157,206,000 46,000,000 55,740,000 7,497,676,939 98.5%

酪農情勢メモ

１．平成18年度計画生産における指定団体別販売基準数量及び特別枠の配分
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総受託乳量 販売乳量計
全乳哺育
向け
⑨

飲用牛乳向
③

はっ酵乳等向
④

特定乳製品向
⑤

生クリーム等向
⑥

計画生産枠内
⑦=③+④+⑤+⑥

チーズ向け
⑧①=②+⑨ ②=⑦+⑧

13年度 7,890.3 7,890.2 4,346.0 329.6 2,088.9 821.1 7,585.6 304.6 0.1

14年度 7,989.7 7,989.6 4,473.4 379.7 2,046.8 806.2 7,706.2 283.4 0.1

15年度 8,041.5 8,041.5 4,428.2 385.4 2,114.3 807.9 7,735.8 305.7 0.1

16年度 7,931.0 7,930.9 4,285.3 406.2 2,094.3 835.6 7,621.4 309.5 0.1

17年度 7,946.1 7,946.1 4,120.4 422.5 2,180.4 892.3 7,615.8 330.3 0.1

17.4 671.1 671.1 340.6 35.2 198.7 70.6 645.1 26.1 0.0

5 696.0 696.0 361.5 36.7 196.7 74.2 669.1 26.9 0.0

6 671.7 671.7 367.9 35.3 169.8 71.3 644.3 27.4 0.0

7 678.4 678.4 364.0 37.2 172.1 76.8 650.1 28.3 0.0

8 663.8 663.8 344.3 37.6 180.7 73.1 635.8 28.0 0.0

9 643.1 643.1 372.5 35.0 133.5 75.3 616.3 26.8 0.0

10 660.1 660.1 364.1 35.5 155.2 75.7 630.5 29.7 0.0

11 636.6 636.6 335.9 33.6 162.4 76.4 608.2 28.4 0.0

12 661.5 661.5 319.3 32.9 199.7 83.0 634.9 26.5 0.0

1 670.8 670.8 323.7 33.8 215.7 70.0 643.2 27.7 0.0

2 614.6 614.6 307.1 32.2 181.5 67.5 588.4 26.3 0.0

3 678.4 678.4 319.8 37.3 214.5 78.5 650.0 28.3 0.0

18.4 668.6 668.6 325.0 38.2 201.1 75.7 640.0 28.6 0.0

5 693.7 693.7 342.6 40.8 202.1 78.7 664.2 29.5 0.0

6 662.3 662.3 349.7 40.4 166.7 75.8 632.6 29.7 0.0

7 657.6 657.6 344.1 42.2 163.2 79.0 628.5 29.1 0.0

8 640.2 640.1 331.5 43.3 158.2 78.5 611.5 28.7 0.0

9 621.2 621.2 358.5 41.5 114.7 78.9 593.6 27.6 0.0

10 634.1 634.1 346.7 42.6 136.7 79.9 606.0 28.1 0.0

総受託乳量 販売乳量計 全乳哺育
向け
⑨

飲用牛乳向
③

はっ酵乳等向
④

特定乳製品向
⑤

生クリーム等向
⑥

計画生産枠内
⑦=③+④+⑤+⑥

チーズ向け
⑧①=②+⑨ ②=⑦+⑧

13年度 99.4 99.4 97.5 123.1 98.4 102.8 99.2 104.1 83.6

14年度 101.3 101.3 102.9 115.2 98.0 98.2 101.6 93.1 78.7

15年度 100.6 100.6 99.0 101.5 103.3 100.2 100.4 107.8 83.3

16年度 98.6 98.6 96.8 105.4 99.1 103.4 98.5 101.3 105.0

17年度 100.2 100.2 96.2 104.0 104.1 106.8 99.9 106.7 100.0

17.4 99.4 99.4 96.2 102.9 102.3 104.0 99.2 106.1 100.0

5 97.9 98.6 97.0 103.9 94.8 107.0 97.7 101.2 100.0

6 97.9 97.9 96.0 102.5 97.3 105.4 97.7 103.1 100.0

7 99.7 99.7 93.6 104.7 108.1 110.0 99.5 104.2 100.0

8 100.0 100.0 95.9 104.9 103.6 108.0 99.8 102.9 100.0

9 101.1 101.1 97.3 103.8 105.4 111.5 100.9 104.0 100.0

10 101.9 101.9 98.9 102.0 106.1 105.6 101.6 109.6 100.0

11 102.4 102.4 96.2 103.1 114.3 106.9 102.2 107.7 100.0

12 101.6 101.6 95.6 103.1 108.8 106.0 101.2 112.9 100.0

1 101.3 101.3 96.4 103.9 106.9 105.2 101.0 107.8 100.0

2 100.7 100.7 95.6 106.5 106.6 104.6 100.3 110.8 100.0

3 99.2 99.2 94.9 106.5 100.3 107.4 98.7 111.6 100.0

18.4 99.6 99.6 95.4 108.5 101.2 107.1 99.2 109.8 98.6

5 99.7 99.7 94.8 111.2 102.8 106.0 99.3 109.4 101.9

6 98.6 98.6 95.1 114.4 98.2 106.3 98.2 108.3 98.6

7 96.9 96.9 94.5 113.3 94.8 102.9 96.7 102.9 90.4

8 96.4 96.4 96.3 115.1 87.6 107.3 96.2 102.4 82.6

9 96.6 96.6 96.2 118.6 85.9 104.8 96.3 102.9 82.6

10 96.1 96.1 95.2 119.9 88.1 105.6 96.1 94.6 82.6

2. 用途別販売実績の過去の推移
（1）実績数量

（2）前年同月比
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3. 計画生産の取り組み状況

供給目標数量 実績数量
計画生産残量
③=①－②

① 販売基準数量 特別枠 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 計②

北海道 3,420,383 3,200,466 219,917 278,245 292,640 285,113 288,179 282,961 272,464 273,456 1,973,058 1,447,325

前年比 （99.4%） （99.6%） （99.7%） （98.0%） （96.2%） （95.3%） （94.8%） （94.6%） （96.9%） （103.0%）

東北 687,427 679,578 7,849 59,376 61,514 58,146 58,312 56,940 55,588 56,773 406,649 280,778

前年比 （97.3%） （98.7%） （99.3%） （98.9%） （96.4%） （97.4%） （97.0%） （96.9%） （97.8%） （96.5%）

関東 1,315,947 1,298,729 17,218 117,350 120,769 112,296 110,846 107,099 103,886 107,514 779,760 536,187

前年比 （98.1%） （100.7%） （100.6%） （99.1%） （97.7%） （98.3%） （98.5%） （98.3%） （99.0%） （96.7%）

北陸 131,396 131,396 0 11,575 12,025 11,273 11,139 10,526 10,472 10,653 77,661 53,734

前年比 （97.9%） （98.4%） （99.6%） （98.9%） （98.0%） （97.7%） （99.3%） （96.9%） （98.4%） （97.1%）

東海 476,773 467,623 9,150 42,292 43,686 41,340 40,602 39,342 38,210 39,508 284,981 191,793

前年比 （99.2%） （100.8%） （101.1%） （101.5%） （100.8%） （101.8%） （101.9%） （36.1%） （101.1%） （96.4%）

近畿 231,495 231,437 0 20,519 21,049 19,683 19,184 18,322 17,930 18,731 135,418 96,077

前年比 （98.2%） （97.9%） （98.2%） （98.2%） （97.1%） （96.0%） （97.9%） （170.3%） （97.7%） （99.0%）

中国 328,415 323,603 4,812 29,274 29,889 27,984 27,371 26,134 25,829 26,789 193,271 135,144

前年比 （98.7%） （100.5%） （100.0%） （99.9%） （99.6%） （97.3%） （99.0%） （67.9%） （99.2%） （97.9%）

四国 162,580 162,580 0 14,694 14,910 13,861 13,101 12,421 12,238 12,636 93,861 68,719

前年比 （97.1%） （99.3%） （99.0%） （98.6%） （96.5%） （93.4%） （95.4%） （66.5%） （96.6%） （97.8%）

九州 743,261 743,261 0 66,628 67,763 62,946 59,796 57,740 56,997 59,932 431,801 311,460

前年比 （96.0%） （94.7%） （94.3%） （94.0%） （93.4%） （92.2%） （93.8%） （219.6%） （93.9%） （99.0%）

都府県 4,077,236 4,038,207 39,029 361,708 371,605 347,529 340,352 328,524 321,150 332,535 2,403,402 1,673,834

前年比 （97.7%） （98.9%） （98.9%） （98.4%） （97.1%） （97.0%） （97.7%） （2465.3%） （97.9%） （97.3%）

合計 7,497,619 7,238,673 258,946 639,952 664,245 632,641 628,531 611,485 593,614 605,991 4,376,460 3,121,159

前年比 （98.5%） （99.2%） （99.3%） （98.2%） （96.7%） （96.2%） （96.3%） （960.5%） （97.4%） （99.9%）
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供給目標数量 実績数量
計画生産残量
③=①－②

① 販売基準数量 特別枠 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 計②

北海道 3,420,383 3,200,466 219,917 278,245 292,640 285,113 288,179 282,961 272,464 273,456 1,973,058 1,447,325

前年比 （99.4%） （99.6%） （99.7%） （98.0%） （96.2%） （95.3%） （94.8%） （94.6%） （96.9%） （103.0%）

東北 687,427 679,578 7,849 59,376 61,514 58,146 58,312 56,940 55,588 56,773 406,649 280,778

前年比 （97.3%） （98.7%） （99.3%） （98.9%） （96.4%） （97.4%） （97.0%） （96.9%） （97.8%） （96.5%）

関東 1,315,947 1,298,729 17,218 117,350 120,769 112,296 110,846 107,099 103,886 107,514 779,760 536,187

前年比 （98.1%） （100.7%） （100.6%） （99.1%） （97.7%） （98.3%） （98.5%） （98.3%） （99.0%） （96.7%）

北陸 131,396 131,396 0 11,575 12,025 11,273 11,139 10,526 10,472 10,653 77,661 53,734

前年比 （97.9%） （98.4%） （99.6%） （98.9%） （98.0%） （97.7%） （99.3%） （96.9%） （98.4%） （97.1%）

東海 476,773 467,623 9,150 42,292 43,686 41,340 40,602 39,342 38,210 39,508 284,981 191,793

前年比 （99.2%） （100.8%） （101.1%） （101.5%） （100.8%） （101.8%） （101.9%） （36.1%） （101.1%） （96.4%）

近畿 231,495 231,437 0 20,519 21,049 19,683 19,184 18,322 17,930 18,731 135,418 96,077

前年比 （98.2%） （97.9%） （98.2%） （98.2%） （97.1%） （96.0%） （97.9%） （170.3%） （97.7%） （99.0%）

中国 328,415 323,603 4,812 29,274 29,889 27,984 27,371 26,134 25,829 26,789 193,271 135,144

前年比 （98.7%） （100.5%） （100.0%） （99.9%） （99.6%） （97.3%） （99.0%） （67.9%） （99.2%） （97.9%）

四国 162,580 162,580 0 14,694 14,910 13,861 13,101 12,421 12,238 12,636 93,861 68,719

前年比 （97.1%） （99.3%） （99.0%） （98.6%） （96.5%） （93.4%） （95.4%） （66.5%） （96.6%） （97.8%）

九州 743,261 743,261 0 66,628 67,763 62,946 59,796 57,740 56,997 59,932 431,801 311,460

前年比 （96.0%） （94.7%） （94.3%） （94.0%） （93.4%） （92.2%） （93.8%） （219.6%） （93.9%） （99.0%）

都府県 4,077,236 4,038,207 39,029 361,708 371,605 347,529 340,352 328,524 321,150 332,535 2,403,402 1,673,834

前年比 （97.7%） （98.9%） （98.9%） （98.4%） （97.1%） （97.0%） （97.7%） （2465.3%） （97.9%） （97.3%）

合計 7,497,619 7,238,673 258,946 639,952 664,245 632,641 628,531 611,485 593,614 605,991 4,376,460 3,121,159

前年比 （98.5%） （99.2%） （99.3%） （98.2%） （96.7%） （96.2%） （96.3%） （960.5%） （97.4%） （99.9%）
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資料：農林水産省牛乳統計

単位：千t、％

4. 牛乳需要の動向
（1）飲用牛乳向け需要の動向

（2）飲用牛乳向け需要の動向
 ① 脱脂粉乳 単位：千t

生産量 輸入
売渡し

消　費　量
過不足

在庫量
民間在庫量うち、通常消費量 うち、在庫

対策実施量前年比 前年比 前年比 前年比
13年度 177.9 96.3% 13.8 170.0 90.1% 170.0 90.1% 0.0 21.6 75.0 140.6%
14 年度 178.9 100.6% 0.0 173.1 101.8% 173.1 101.8% 0.0 5.8 80.8 107.7%
15 年度 184.4 103.1% 0.0 172.0 99.3% 172.0 99.3% 0.0 12.4 93.2 115.4%
16 年度 182.7 99.1% 0.0 187.9 109.3% 165.6 96.3% 22.3 -5.2 88.0 94.4%
17 年度 189.7 103.9% 0.0 202.4 107.8% 170.3 102.9% 32.1 -12.7 75.3 85.6%
17.4 17.1 102.5% 0.0 16.4 105.5% 14.3 96.8% 2.1 0.6 88.6 94.0%
5 16.4 92.6% 0.0 15.7 108.5% 13.3 101.2% 2.4 0.7 89.4 91.6%
6 14.2 94.2% 0.0 17.1 113.6% 14.3 106.2% 2.8 -2.9 86.5 88.6%
7 14.5 106.5% 0.0 17.6 97.1% 15.4 95.7% 2.2 -3.2 83.3 89.6%
8 15.4 105.6% 0.0 17.1 101.7% 14.5 97.3% 2.6 -1.7 81.6 89.9%
9 11.8 103.9% 0.0 16.2 89.0% 13.5 81.5% 2.7 -4.3 77.3 92.0%
10 13.7 104.8% 0.0 16.1 116.6% 13.9 114.8% 2.2 -2.4 75.0 89.9%
11 14.7 111.7% 0.0 15.1 102.4% 13.2 98.7% 1.9 -0.3 74.6 91.2%
12 19.0 109.0% 0.0 16.3 100.4% 14.2 101.6% 2.1 2.7 77.3 93.1%
1 18.5 108.7% 0.0 14.4 105.4% 12.8 117.5% 1.6 4.1 81.4 94.2%
2 15.8 106.6% 0.0 15.5 112.1% 12.9 108.3% 2.7 0.3 81.6 93.5%
3 18.6 102.9% 0.0 25.0 143.2% 18.1 125.0% 6.9 -6.4 75.3 85.6%

18.4 17.0 99.8% 0.0 15.9 96.9% 13.9 96.8% 2.0 1.1 76.4 86.2%
5 16.7 101.7% 0.4 14.4 92.2% 12.1 91.3% 2.2 2.7 78.7 88.1%
6 14.7 103.5% 0.6 15.7 86.0% 12.6 87.6% 2.2 -0.4 78.7 91.0%
7 13.5 93.7% 0.4 15.9 87.6% 13.1 85.4% 2.3 -1.9 76.8 92.2%
8 13.3 86.2% 0.7 15.6 91.7% 13.2 91.0% 2.5 -1.7 75.1 91.9%
9 10.5 88.3% 0.0 16.0 99.1% 13.7 101.7% 2.3 -5.6 69.4 89.8%

牛乳等向け
生乳供給量

生　産　量
牛乳 加工乳・成分調整牛乳・乳飲料 はっ酵乳

前年比 前年比 前年比 前年比

13年度 4,903 98.0 3,840 97.9 1,788 97.2 698 102.0
14 年度 5,046 102.9 3,977 103.6 1,627 91.0 799 114.4
15年度（従来区分） 4,957 98.2 3,925 98.7 1,598 98.2 793 99.3
15 年度（新区分） 5,018 99.4 4,021 101.1 1,633 100.4 793 99.3
16 年度 4,902 97.7 3,926 97.7 1,662 101.8 784 98.8
17 年度 4,738 96.6 3,794 96.6 1,675 100.7 802 102.4
17.4 391 95.9 312 96.2 136 99.2 74 108.9
5 416 97.5 331 97.1 143 100.4 70 103.9
6 419 96.1 339 96.3 147 100.3 72 106.0
7 416 94.1 327 93.5 154 96.7 70 101.4
8 395 96.6 312 97.8 156 101.9 67 104.0
9 424 97.5 340 96.6 156 100.8 67 104.6
10 416 98.8 333 98.6 150 105.8 66 100.1
11 386 96.7 313 96.4 133 99.4 61 98.7
12 371 96.5 302 96.7 128 100.8 59 98.9
1 373 97.0 299 97.0 126 101.7 63 104.5
2 356 96.7 286 96.4 116 101.3 63 101.6
3 375 96.4 299 97.0 131 101.2 70 96.6

18.4 380 97.3 302 96.9 131 96.8 71 95.6
5 399 96.0 319 96.4 142 99.6 77 109.2
6 405 96.5 323 95.3 144 97.6 75 104.1
7 405 97.2 318 97.2 155 100.6 74 105.6
8 389 98.5 305 97.7 162 103.8 71 106.5
9 415 97.8 328 96.3 155 99.3 73 108.0
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生産量 輸入
売渡し

消　費　量
過不足

在庫量
民間在庫量うち、通常消費量 うち、在庫

対策実施量前年比 前年比 前年比 前年比
13年度 83.2 104.1% 0.0 90.8 109.4% 90.8 109.4% 0.0 -7.6 27.5 78.4%
14 年度 79.6 95.7% 6.3 86.7 95.5% 86.7 95.5% 0.0 -0.8 23.7 86.2%
15 年度 81.6 102.5% 10.5 89.0 102.7% 89.0 102.7% 0.0 3.0 26.8 112.8%
16 年度 80.6 98.8% 7.8 89.3 100.3% 89.3 100.3% 0.0 -1.0 25.8 96.4%
17 年度 85.5 106.1% 4.4 84.6 94.8% 84.6 94.8% 0.0 5.3 31.0 120.2%
17.4 8.2 107.1% 0.0 6.6 81.3% 6.6 81.3% 0.0 1.5 27.3 104.0%
5 7.7 94.5% 0.0 5.7 82.3% 5.7 82.3% 0.0 2.0 29.3 106.6%
6 6.8 98.7% 0.0 6.3 97.8% 6.3 97.8% 0.0 0.4 29.7 106.8%
7 6.4 107.5% 0.2 6.6 91.3% 6.6 91.3% 0.0 -0.1 29.6 101.9%
8 7.2 110.5% 0.4 6.6 93.0% 6.6 93.0% 0.0 0.9 30.5 105.6%
9 5.0 105.9% 2.3 6.7 95.9% 6.7 95.9% 0.0 0.6 31.1 116.7%
10 5.9 106.8% 0.0 7.1 97.2% 7.1 97.2% 0.0 -1.2 29.9 120.2%
11 6.1 113.8% 0.9 8.1 104.4% 8.1 104.4% 0.0 -1.2 28.7 128.1%
12 7.6 115.0% 0.0 9.9 103.8% 9.9 103.8% 0.0 -2.2 26.5 118.8%
1 8.8 110.9% 0.0 5.5 102.4% 5.5 102.4% 0.0 3.2 29.7 119.9%
2 7.5 109.1% 0.1 6.8 89.5% 6.8 89.5% 0.0 0.8 30.5 118.6%
3 8.5 99.0% 0.7 8.6 98.0% 8.6 98.0% 0.0 0.5 31.0 120.2%

18.4 8.0 97.8% 0.0 7.5 113.2% 7.5 113.2% 0.0 0.5 31.5 115.5%
5 8.1 104.4% 0.2 7.1 124.1% 7.1 124.1% 0.0 1.2 32.7 111.5%
6 6.7 99.4% 0.0 7.0 110.8% 7.0 110.8% 0.0 -0.3 32.4 108.9%
7 6.0 95.1% 0.0 6.6 100.5% 6.6 100.5% 0.0 -0.6 31.8 107.3%
8 6.0 84.3% 0.2 6.8 102.1% 1.2 18.7% 0.0 -0.5 31.3 102.4%
9 4.2 83.9% 0.6 6.9 104.2% 1.6 24.6% 0.0 -2.2 29.1 93.5%

 ② バター需要の動向 単位：千t

 ③ その他乳製品の動向 単位：千t

注：うち在庫対策実施量は、計画生産上実施する特別枠に係る消費量

クリーム生産量 チーズ生産量
前年比 前年比

13年度 85.7 99.6% 116.4 103.6%
14 年度 92.1 107.5% 118.8 102.1%
15 年度 91.9 102.1% 119.3 100.5%
15 年度 93.2 101.2% 118.8 99.5%
16 年度 91.3 99.3% 119.5 100.7%
17 年度 91.7 98.4% 123.2 102.5%
17.4 7.3 96.2% 11.2 98.6%
5 7.5 99.1% 9.8 106.7%
6 6.9 97.6% 10.3 102.4%
7 7.4 103.7% 9.7 101.4%
8 7.1 100.1% 9.4 103.6%
9 7.4 102.4% 10.3 107.9%
10 7.7 98.6% 10.9 106.5%
11 8.3 100.6% 11.3 105.9%
12 9.6 98.5% 10.7 99.0%
1 7.3 104.2% 9.6 104.4%
2 7.0 102.1% 9.3 105.9%
3 8.1 103.6% 10.6 96.8%

18.4 7.6 103.0% 11.2 99.6%
5 7.8 103.4% 9.6 97.9%
6 7.3 106.0% 10.0 97.9%
7 7.4 100.0% 10.2 104.8%
8 7.4 103.9% 9.5 101.7%
9 7.6 102.7% 10.4 101.0%
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牛 乳 乳 製 品 統 計
～農林水産省・牛乳乳製品統計　平成 18 年８月分・９月分より～

●よりいっそう減産基調が高まった（表1）

　農林水産省・牛乳乳製品統計によると、8月の生乳生産量は 66万 8518t で前年同月を 2万 3279t（3.4％）
下回った。また、9月の生乳生産量は 64 万 9275t で前年同月を 2万 1643t（3.2％）下回り、6～ 7月よ
りいっそう減産基調が高まったことがわかった。これは、各地での減産型計画生産への取り組みが本
格化したことなどが原因している。
　一方、牛乳等向け処理量は 8月に 30 万 5276 ㎘で前年同月を 7066 ㎘（2.3％）下回り、9月も 32 万
7563 ㎘で前年同月を 1万 2623 ㎘（3.7％）下回り、依然として牛乳等の需要は落ち込んでいる。
　脱脂粉乳とバターの生産は、生乳生産量の減少幅が大きく乳製品向け処理量が前年を大きく下回っ
たことと引き続きクリームが前年を上回って推移していることなどから、8月のバター生産量は 6040t
（前年同月比 84.3％）、脱脂粉乳の生産量は 1 万 3269t（同 86.2％）、9 月のバター生産量は 4198t（同
83.9％）、脱脂粉乳生産量は 1万 455t（同 88.3％）とそれぞれ大きく前年を下回った。

《参考》
　（図 1＝全国の生乳生産の推移）

　（図 2＝北海道の生乳生産の推移）

　（図 3＝都府県の生乳生産の推移）

表 1　8～ 9月の生乳生産量と用途別処理量

生乳
生産量

生  乳  流  通  量 用　   途   　別　   処　   理  　 量 対  前  年  同  月  比

移入量 移出量 処理量計 牛乳等
向け

乳製品
向け その他 前年同月

生乳生産量

生乳
生産量
対前年
同月比

用途別処理量

う　ち
業務用

前年同月
牛乳等向け

牛乳等
向け
対前年
同月比

前年同月
乳製品向け

乳製品
向け
対前年
同月比

全 国
8月 668,518 385,879 385,879 668,518 389,361 24,738 272,405 6,752 700,622 96.6 395,475 98.5 289,220 94.2 

9 月 649,275 399,267 399,267 649,275 414,567 26,613 227,997 6,711 716,297 96.8 423,683 97.8 240,926 94.6 

北海道
8月 321,359 0 35,037 286,322 49,330 4,333 233,724 3,268 333,394 96.3 47,831 103 .1 245,919 95 

9 月 309,338 0 55,130 254,208 46,626 4,174 204,340 3,242 323,535 95.5 46,542 100.2 217,963 93.7 

都 府
県 計

8月 347,159 385,879 350,842 382,196 340,031 20,405 38,681 3,484 367,228 98.9 347,644 1 .0 43,301 89 .3

9 月 649,275 399,267 399,267 649,275 414,567 26,613 23,657 6,711 392,762 98.5 377,141 1 .1 22,963 103.0 
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58

60

62

64

66

68

70

72

74

76

万t

16年度 705,641 742,720 716,297 712,098 693,795 665,653 677,170 650,668 680,974 692,254

17年度 700,181 726,870 700,622 707,643 691,797 670,918 688,053 664,477 690,475 699,569 642,049 708,880

18年度 698,200 722,960 689,892 687,062 668,518 649,275

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

715,146637,028

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

万t

16年度 313,516 336,550 334,336 338,167 329,645 316,105 316,288 300,590 311,474 316,353 288,949 322,179

17年度 314,694 330,003 327,634 337,485 333,839 323,798 327,237 313,476 326,253 327,917 296,296 324,013

18年度 316,305 331,725 323,679 327,218 321,359 309,338

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

図１　全国の生乳生産の推移

図 2　北海道の生乳生産の推移

（t）

（t）
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30

32

34

36

38

40

42

万t

16年度 392,125 406,170 381,961 373,931 364,150 349,548 360,882 350,078 369,500 375,901 348,079 392,967

17年度 385,487 396,867 372,988 370,158 357,958 347,120 360,816 351,001 364,222 371,652 345,753 384,867

18年度 381,895 391,235 366,213 359,844 347,159 339,937

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

図 3　都府県の生乳生産の推移

（t）
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牛乳乳製品統計

１　生乳生産量と用途別処理量 ( 平成 18 年８・９月分 ) 単位：ｔ

年　次
年　度
月　別

実　　　　数

生乳生産量
用　　　途　　別　　　処　　　理　　　量

牛乳等向け 乳製品向け その他うち業務用
平．15年　 8,400,073 4,974,103 ･･･ 3,339,775 86,195 

16　　    8,328,951 4,954,710 296,843 3,292,397 81,844 

17　　    8,285,215 4,775,335 303,396 3,429,456 80,424 

平．15年度 8,404,999 5,017,971 287,402 3,301,744 85,284 

16　　 8,284,746 4,902,004 302,217 3,301,434 81,308 

17　　    8,291,534 4,737,729 304,679 3,472,058 81,747 

平．17．  8 691,797 395,475 25,234 289,220 7,102 

9 670,918 423,683 28,125 240,926 6,309 

10 688,053 416,267 27,350 265,085 6,701 

11 664,477 386,101 28,524 272,075 6,301 

12 690,475 370,503 29,448 313,140 6,832 

平．18．  1 699,569 373,161 25,751 319,545 6,863 

2 642,049 355,647 22,665 280,046 6,356 

3 708,880 374,577 28,669 326,626 7,677 

4 698,200 380,108 26,100 311,376 6,716 

5 722,960 399,465 22,885 316,586 6,909 

6 689,892 404,508 22,145 278,816 6,568 

7 687,062 404,661 23,655 275,600 6,801 

8 668,518 389,361 24,738 272,405 6,752 

9 649,275 414,567 26,613 227,997 6,711 

平．18．１月から
平．18．９月
までの累計

6,166,405 3,496,055 223,221 2,608,997 61,353 

平．18．４月から
平．18．９月
までの累計

4,115,907 2,392,670 146,136 1,682,780 40,457 

単位：％

年　次
年　度
月　別

対　前　年 （　同　月、同　期　） 比

生乳生産量
用　　途　　別　　処　　理　　量

牛乳等向け 乳製品向けうち業務用
平．15年　 100.2 99.4 ･･･ 101.4
16 　　    99.2 ･･･ ･･･ ･･･
17    　 99.5 96.4 102.2 104.2

平．15年度 100.3 ･･･ ･･･ ･･･
16    　 98.6 97.7 105.2 100.0
17    　 100.1 96.6 100.8 105.2

平．17．   8 99.8 96.6 99.8 104.5
9 100.9 97.5 100.1 107.6
10 101.6 98.8 105.4 106.6
11 102.2 96.7 105.9 111.3
12 101.5 96.5 105.7 108.0

平．18．  1 101.1 97.0 101.3 106.3
2 100.8 96.7 94.6 106.5
3 99.2 96.4 108.5 102.1
4 99.7 97.3 110.4 103.0
5 99.5 96.0 103.5 104.1
6 98.5 96.5 105.7 101.5
7 97.1 97.2 106.4 97.0
8 96.6 98.5 98.0 94.2
9 96.8 97.8 94.6 94.6

平．18．１月から
平．18．９月
までの累計

98.8 97.0 102.4 101.2

平．18．４月から
平．18．９月
までの累計

98.0 97.2 102.7 99.2

注：１　平成 15年４月調査より、「牛乳等向け　うち、業務用向け」の調査項目を追加した。また、「牛乳等向け」及び「乳製品向け」の調査定義についても変更している。
注：2　平成 17年度の合計値は概数値である。（以下、各表同じ。）
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２　牛乳等生産量 ( 平成 18 年 8・9月分 ) 単位：㎘

年　次
年　度
月　別

実　　　　数
飲　用　牛　乳　等

乳飲料 はっ酵乳 乳酸菌飲料計 牛  乳 加工乳・
成分調整牛乳う　ち

業務用
う　ち
業務用

うち成分
調整牛乳

平．15年　 4,362,144 3,946,191 ･･･ 415,953 ･･･ ･･･ 1,163,588 792,216 183,901 

16    　 4,454,157 3,971,177 283,978 482,980 16,118 191,185 1,189,388 777,548 174,060 

17 　　   4,289,629 3,822,690 288,485 466,939 17,780 204,028 1,203,215 799,936 173,629 

平．15年度 4,478,913 4,020,871 275,718 458,042 17,083 164,809 1,174,909 793,335 180,076 

16    　 4,404,370 3,926,680 288,011 477,690 16,420 192,855 1,185,274 782,036 172,662 

17    　 4,261,231 3,793,862 290,058 467,369 18,094 207,604 1,207,946 801,630 172,278 

平．17．    8 356,461 312,442 24,004 44,019 1,583 19,746 112,001 66,867 15,415 

  9 383,173 340,186 26,753 42,987 1,535 18,972 112,993 67,192 14,659 

10   373,780 333,017 26,041 40,763 1,462 18,229 109,282 66,029 14,393 

11   349,695 312,900 27,351 36,795 1,529 16,380 95,728 60,743 13,898 

12 337,447 301,507 28,319 35,940 1,742 16,150 91,809 59,131 12,363 

平．18．    1 334,475 298,671 24,488 35,804 1,291 16,645 89,757 62,938 11,597 

2 319,186 286,404 21,553 32,782 1,323 14,725 83,682 62,650 10,318 

3 335,854 299,147 27,499 36,707 1,912 16,180 94,373 69,615 12,573 

4 336,938 302,315 24,909 34,623 1,473 15,450 96,739 70,577 16,442 

5 356,264 319,193 21,770 37,071 1,695 16,115 104,947 76,740 15,012 

6 360,233 323,151 21,089 37,082 1,526 16,743 106,596 75,300 16,306 

　7 357,662 318,280 22,338 39,382 1,712 17,398 115,927 73,929 16,478 

8 345,232 305,376 23,525 39,856 1,575 18,202 122,019 71,212 16,328 

9 365,494 327,563 25,219 37,931 1,716 17,349 117,011 72,590 12,975 
平．18．１月から
平．18．９月
までの累計

3,111,338 2,780,100 212,390 331,238 14,223 148,807 931,051 635,551 128,029 

平．18．４月から
平．18．９月
までの累計

2,121,823 1,895,878 138,850 225,945 9,697 101,257 663,239 440,348 93,541 

単位：％

年　次
年　度
月　別

対 前 年 （ 同　月、同　期 ）比
飲　用　牛　乳　等

乳飲料
計 牛  乳 加 工 乳 ・ 

成分調整牛乳う　ち
業務用

　う　ち
　業務用

 う　ち
成分調整牛乳

平．15年度 99.2 100.7 ･･･ 86.8 ･･･ ･･･ 98
16　　 ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ 102.2
17　　    96.3 96.3 101.6 96.7 110.3 106.7 101.2

平．15年度 ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ 100.1
16　　    98.3 97.7 104.5 104.3 96.1 117 100.9
17　　 96.8 96.6 100.7 97.8 110.2 107.6 101.9

平．17．  8 98.0 97.8 101.2 99.3 120.9 114.8 102.9
9 97 96.6 98.9 100.4 117.5 111.7 101
10 99 98.6 104.4 101.9 110.2 112.7 107.4
11 96.5 96.4 105.6 97.9 109.7 107.7 99.9
12 97 96.7 106 99 104.2 110.1 101.5

平．18．  1 97.4 97 102.1 100.5 99.8 112.3 102.2
2 97 96.4 94.3 101.9 111.6 110 101
3 97.2 97 109.4 99 110.3 102.7 102.1
4 96.1 96.9 110.1 89.9 99.4 94.6 99.5
5 96 96.4 105.2 93.2 123.5 93 102.1
6 94.8 95.3 105.9 90.9 110.2 93.2 100.1
7 96.7 97.2 107.3 92.7 115.9 91.8 103.6
8 96.8 97.7 98 90.5 99.5 92.2 108.9
9 95.4 96.3 94.3 88.2 111.8 91.4 103.6

平．18．１月から
平．18．９月
までの累計

96.4 96.7 102.7 93.7 109 97.1 102.7

平．18．４月から
平．18．９月
までの累計

96 96.6 103 90.9 109.8 92.6 103.1
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３　乳製品の生産量 ( 平成 18 年 8・9月分 ) 単位：kg

年　次
年　度
月　別

加　　　糖
れ　ん　乳

無　　　糖
れ　ん　乳  全  粉  乳 調　　　整

粉　　　乳  バ　タ　ー  ク リ ー ム チ　ー　ズ 脱 脂 加 糖
れ　ん　乳 脱 脂 粉 乳 ア イ ス

クリーム直接消費用
ナチュラル
　チーズ

平．15年　 33,921,301 1,738,348 16,136,416 36,956,872 80,079,169 89,240,563 118,778,418 13,635,238 6,453,454 182618053 103,433 

16    34,599,434 1,648,600 14,941,881 34,758,079 80,097,103 83,056,277 119,571,781 12,322,509 5,658,212 182657036 112,622 

17    34,366,005 1,256,435 14,366,442 32,037,162 84,070,040 82,437,250 122,549,203 13,470,898 6,736,543 186766087 116,320 

平．15年度 33,105,632 1,644,565 15,009,953 36,426,962 81,565,974 87,762,467 119,341,874 13,773,088 6,046,583 184372480 103,921 

16    35,252,789 1,528,330 14,658,803 35,269,368 80,554,746 82,888,472 119,496,396 12,104,181 5,933,052 182656366 112,622 

17    32,276,218 1,268,619 14,522,902 31,224,990 85,467,816 83,301,132 123,169,578 13,940,602 6,722,797 189733237 119,753 

平．17． 8 2,424,109 125,055 776,775 2,136,061 7,165,359 7,085,237 9,388,428 1,118,109 716,086 15,400,141 12,472 

平．17． 9 1,505,077 113,025 852,289 1,719,069 5,005,991 7,367,731 10,328,678 1,230,950 404,146 11,844,095 10,695 

10 1,917,149 64,377 1,019,419 2,721,828 5,897,004 7,738,602 10,875,091 1,319,609 482,376 13,741,947 9,950 

11 2,738,725 86,211 1,266,395 2,987,097 6,099,046 8,284,599 11,308,497 1,297,547 401,369 14,741,477 9,694 

12 2,825,997 131,046 853,359 2,778,537 7,625,838 9,578,314 10,740,068 1,231,877 661,156 18,959,829 8,326 

平．18． 1 3,247,390 98,683 1,827,388 2,231,747 8,777,959 7,333,499 9,605,433 1,216,902 461,663 18,487,385 6,974 

2 2,637,389 56,935 1,178,982 3,077,298 7,453,963 7,001,330 9,348,085 1,171,409 409,167 15,799,689 7,095 

3 3,349,456 142,290 1,472,411 2,714,440 8,460,314 8,117,952 10,569,880 1,098,805 598,774 18,606,720 11,159 

4 3,133,425 97,583 1,416,620 2,735,763 7,976,678 7,562,406 11,190,570 1,338,660 687,538 17,033,520 10,612 

5 3,648,362 87,584 1,403,804 2,744,652 8,050,439 7,761,414 9,599,902 1,268,407 697,043 16,689,190 12,004 

6 3,145,721 61,233 624,466 2,510,194 6,721,230 7,344,600 10,045,903 1,322,618 642,933 14,732,498 12,040 

7 2,570,056 91,715 1,423,099 2,780,332 6,044,004 7,425,948 10,165,896 1,289,176 450,303 13,538,400 12,269 

8 2,333,850 117,834 1,259,880 1,699,557 6,039,953 7,360,157 9,547,143 1,305,135 391,190 13,268,995 12,485 

9 1,492,117 94,728 747,610 2,484,956 4,198,245 7,564,981 10,432,062 1,334,129 451,901 10,454,750 11,524 

対前年同月比
(%) 99.1 83.8 87.7 144.6 83.9 102.7 101.0 108.4 111.8 88.3 107.8

平．18．１月から
平．18．９月
までの累計

25,557,766 848,585 11,354,260 22,978,939 63,722,785 67,472,287 90,504,874 11,345,241 4,790,512 138,611,147 96,162 

平．18．４月から
平．18．９月
までの累計

16,323,531 550,677 6,875,479 14,955,454 39,030,549 45,019,506 60,981,476 7,858,125 3,320,908 85,717,353 70,934 

うち 北海道

平．17． 8 913,123 57,000 634,850 ̶ 6,140,823 6,206,011 1,009,996 1,009,996 322,258 13,229,575 387 

平．17． 9 881,784 69,300 825,989 ̶ 4,730,228 6,529,621 1,119,362 1,119,362 208,150 11,023,349 244 

10 1,070,226 43,591 926,644 ̶ 5,386,181 6,882,899 1,186,576 1,186,576 206,450 12,448,088 344 

11 1,083,344 57,357 1,103,395 ̶ 5,397,620 7,371,887 1,166,674 1,166,674 224,640 13,008,986 294 

12 993,035 73,313 441,934 ̶ 6,072,509 8,397,956 1,097,879 1,097,879 278,657 15,433,297 157 

平．18． 1 1,358,924 44,987 1,155,938 ̶ 6,911,408 6,417,551 1,134,415 1,134,415 332,710 14,751,544 61 

2 1,001,223 44,086 1,031,257 ̶ 5,931,421 6,123,190 1,071,404 1,071,404 308,315 12,684,445 64 

3 1,286,769 77,899 1,002,811 ̶ 6,295,483 7,056,712 983,714 983,714 403,598 14,178,933 71 

4 1,141,089 49,883 1,047,120 ̶ 6,046,167 6,583,895 1,213,119 1,213,119 472,853 13,100,668 88 

5 1,541,503 64,379 1,047,929 ̶ 6,496,239 6,794,869 1,159,893 1,159,893 426,794 13,628,299 119 

6 1,300,988 50,550 483,041 ̶ 5,883,761 6,498,664 1,218,492 1,218,492 397,852 12,998,480 128 

7 1,071,414 54,762 1,270,749 ̶ 5,306,823 6,554,668 1,178,514 1,178,514 405,780 11,894,921 137 

8 886,502 52,112 1,000,780 ̶ 5,274,907 6,488,226 1,185,564 1,185,564 213,338 11,702,818 155 

9 827,995 53,962 730,360 ̶ 3,983,549 6,711,144 1,210,590 1,210,590 186,966 9,751,176 107 

対前年同月比
(%) 93.9 77.9 88.4 ̶ 84.2 102.8 108.1 108.1 89.8 88.5 43.9

平．18．１月から
平．18．９月
までの累計

10,416,407 492,620 8,769,985 ̶ 52,129,758 59,228,919 10,355,705 10,355,705 3,148,206 114691284 930 

平．18．４月から
平．18．９月
までの累計

6,769,491 325,648 5,579,979 ̶ 32,991,446 39,631,466 7,166,172 7,166,172 2,103,583 73,076,362 734 
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４-1  生乳生産量と用途別処理量（平成 18年 8月）

農業地域
・

都道府県

生乳
生産量

生  乳  流  通  量 用　   途   　別　   処　   理  　 量 対  前  年  同  月  比

移入量 移出量 処理量計 牛乳等
向け

乳製品
向け その他

前年同月
生乳生産量

生乳生
産量
対前年
同月比

用途別処理量

う　ち
業務用

前年同月
牛乳等向け

牛乳等向け
対前年同月
比

前年同月
乳製品向
け

乳製品向け
対前年同月
比

％ ％ ％
全 国 668,518 385,879 385,879 668,518 389,361 24,738 272,405 6,752 690,864 96.6 394,636 98.5 289,548 94.2
（農業地域）
北 海 道 321,359 ̶ 35,037 286,322 49,330 4,333 233,724 3,268 333,394 96.3 47,831 103.1 245,919 95
東 北 59,728 27,380 43,670 43,438 31,437 1,351 11,323 678 61,325 97.3 33,544 93.5 14,141 80.3
北 陸 10,742 3,345 3,735 10,352 10,015 572 242 95 10,990 97.7 11,354 88.2 233 103.9
関 東 102,392 207,299 174,400 135,291 122,515 8,325 11,477 1,299 103,354 98.7 123,043 99.2 9,896 115.5
東 山 12,894 7,546 7,730 12,710 10,497 798 2,109 104 13,152 98 10,371 101.2 1,672 126.1
東 海 38,738 15,680 13,682 40,736 38,146 2,157 2,311 279 38,031 101.9 40,428 94.5 1,954 113.7
近 畿 19,820 82,148 53,068 48,900 47,216 3,879 1,528 156 20,798 95.3 47,603 99.2 1,132 135
中 国 27,442 14,131 7,366 34,207 31,891 1,030 2,148 168 28,204 97.3 30,651 102.7 2,826 88.9
四 国 12,854 6,394 7,781 11,467 9,819 730 1,488 160 13,772 93.3 9,820 100 1,604 92.8
九 州 59,821 21,906 39,118 42,609 36,122 1,532 5,951 536 64,805 92.3 37,464 96.4 10,058 59.2
沖 縄 2,728 50 292 2,486 2,373 31 104 9 3,039 89.8 2,527 93.9 113 92

（都道府県）
北 海 道 321,359 ̶ 35,037 286,322 49,330 4,333 233,724 3,268 333,394 96.3 47,831 103.1 245,919 95
青 森 6,528 100 5,782 846 785 91 30 31 6,843 95.3 877 88.8 29 111.1
岩 手 20,616 12,380 17,194 15,802 7,754 161 7,773 275 21,218 97.1 7,915 97.2 9,167 85.2
宮 城 12,372 8,595 8,697 12,270 11,818 478 306 146 12,857 96.2 12,882 91.7 292 104.8
秋 田 2,943 1,021 1,943 2,021 1,956 ̶ ̶ 65 3,005 97.9 2,023 96.7 15 ̶
山 形 7,895 309 5,104 3,100 2,987 102 3 110 7,816 100.9 3,164 94.3 3 100
福 島 9,374 4,975 4,950 9,399 6,137 519 3,211 51 9,586 97.8 6,683 91.8 4,635 69.3
茨 城 14,977 17,502 5,237 27,242 19,727 455 7,238 277 15,177 98.7 20,907 94.4 6,340 114.2
栃 木 27,030 5,729 17,270 15,489 15,061 ̶ 127 301 27,113 99.7 15,489 97.2 135 94.1
群 馬 22,917 5,192 11,740 16,369 15,188 2,484 989 192 22,143 101.5 13,789 107.1 1,393 69
埼 玉 7,578 18,370 8,206 17,742 16,376 2,534 1,245 121 7,840 96.7 15,924 102.8 314 396.5
千 葉 22,938 12,448 17,706 17,680 17,264 1,260 95 321 23,898 96 16,605 104 107 88.8
東 京 1,158 120,855 110,678 11,335 9,924 757 1,400 11 1,169 99.1 10,366 95.7 1,327 105.5
神 奈 川 5,794 27,203 3,563 29,434 28,975 835 383 76 6,014 96.3 29,963 96.7 280 136.8
新 潟 6,145 379 2,231 4,293 4,012 267 229 52 6,138 100.1 4,057 98.9 214 107
富 山 1,500 10 239 1,271 1,243 6 6 22 1,518 98.8 1,384 89.8 13 46.2
石 川 2,243 1,982 846 3,379 3,359 290 7 13 2,451 91.5 4,088 82.2 6 116.7
福 井 854 974 419 1,409 1,401 9 ̶ 8 883 96.7 1,825 76.8 ̶ ̶
山 梨 1,808 287 1,681 414 78 ̶ 311 25 1,917 94.3 82 95.1 332 93.7
長 野 11,086 7,259 6,049 12,296 10,419 798 1,798 79 11,235 98.7 10,289 101.3 1,340 134.2
岐 阜 4,737 1,376 1,250 4,863 4,694 58 104 65 4,918 96.3 5,189 90.5 79 131.6
静 岡 8,916 3,074 3,570 8,420 7,502 499 832 86 8,648 103.1 7,746 96.8 809 102.8
愛 知 20,476 11,207 6,517 25,166 23,722 1,599 1,352 92 19,881 103 25,184 94.5 1,020 123.1
三 重 4,609 23 2,345 2,287 2,228 1 23 36 4,584 100.5 2,309 96.5 46 50
滋 賀 2,255 1,572 2,378 1,449 1,367 ̶ 81 1 2,369 95.2 1,818 75.2 146 55.5
京 都 2,861 18,028 2,846 18,043 18,022 2,092 2 19 2,923 97.9 17,847 101 2 100
大 阪 1,255 47,006 38,805 9,456 8,954 380 454 48 1,274 98.5 8,915 100.4 367 123.7
兵 庫 10,444 15,542 6,134 19,852 18,778 1,407 990 84 11,174 93.5 18,909 99.3 617 160.5
奈 良 2,675 x 2,660 x x x x x 2,823 94.8 x x x x
和 歌 山 330 x 245 x x x x x 235 140.4 x x x x
鳥 取 5,102 x 167 x x x x x 5,441 93.8 x x x x
島 根 4,993 27 3,320 1,700 1,602 25 81 17 5,213 95.8 1,540 104 44 184.1
岡 山 9,672 6,290 3,214 12,748 11,990 544 685 73 9,806 98.6 9,901 116.3 941 129.2
広 島 5,760 5,759 610 10,909 10,879 210 14 16 5,728 100.5 12,057 90.2 23 60.9
山 口 1,915 x 55 x x x x x 2,016 95 x x x x
徳 島 3,677 1,085 2,149 2,613 2,213 31 365 35 3,907 94.1 2,018 109.7 292 125
香 川 3,233 4,025 3,500 3,758 3,665 93 43 50 3,397 95.2 3,845 95.3 56 76.8
愛 媛 3,764 x 901 x x x x x 4,172 90.2 x x x x
高 知 2,180 x 1,231 x x x x x 2,296 94.9 x x x x
福 岡 8,800 11,801 4,032 16,569 15,020 665 1,471 78 9,640 91.3 15,689 95.7 1,606 91.6
佐 賀 2,250 818 323 2,745 2,714 28 9 22 2,407 93.5 2,851 95.2 7 128.6
長 崎 5,013 ̶ 3,638 1,375 1,345 21 4 26 5,080 98.7 1,418 94.9 2 133.3
熊 本 20,475 5,343 15,469 10,349 8,302 473 1,835 212 22,426 91.3 8,429 98.5 6,105 30
大 分 8,044 85 4,474 3,655 2,768 58 820 67 8,779 91.6 2,812 98 434 191.6
宮 崎 7,974 3,859 5,250 6,583 5,112 287 1,380 91 8,654 92.1 5,208 98.2 1,627 84.8
鹿 児 島 7,265 ̶ 5,932 1,333 861 ̶ 432 40 7,819 92.9 1,057 81.3 277 156
沖 縄 2,728 50 292 2,486 2,373 31 104 9 3,039 89.8 2,527 93.9 113 92
注：１ 生乳流通量のうち、移入量は工場・処理場が県外生産者又は県外工場・処理場から生乳を受乳した量であり、移出量は、生産者又は工場・処理場
　　　 が県外工場・処理場へ送乳した量である。
注：2  農業地域別の生乳流通量は、地域内の県別の移入量、移出量をそれぞれ積み上げたものである。
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４-2  生乳生産量と用途別処理量（平成 18年 9月） 単位：ｔ

農業地域
・

都道府県

生乳
生産量

生  乳  流  通  量 用　   途   　別　   処　   理  　 量 対  前  年  同  月  比

移入量 移出量 処理量計 牛乳等
向け

乳製品
向け その他

前年同月
生乳生産量

生乳生
産量
対前年
同月比

用途別処理量

う　ち
業務用

前年同月
牛乳等向け

牛乳等向け
対前年同月比

前年同月
乳製品向け

乳製品向け
対前年同月比

％ ％ ％
全 国 649,275 399,267 399,267 649,275 414,567 26,613 227,997 6,711 670,252 96.8 422,873 97.8 241305 94.6
（農業地域）
北 海 道 309,338 ー 55,130 254,208 46,626 4,174 204,340 3,242 323,535 95.5 46,542 100.2 217963 93.7
東 北 58,349 23,214 41,399 40,164 32,459 1,283 7,040 665 60,086 97.1 35,716 90.8 7864 89.5
北 陸 10,746 3,685 2,949 11,482 11,222 341 159 101 10,742 100 12,516 89.7 180 88.3
関 東 99,595 216,440 175,406 140,629 133,956 9,766 5,376 1,297 100,025 99.2 134,550 99.3 4554 117.8
東 山 12,463 7,344 7,475 12,332 10,605 620 1,626 101 12,620 98.8 10,679 99.3 1192 136.4
東 海 37,387 16,949 9,697 44,639 43,246 2,745 1,111 282 36,750 101.7 44,277 97.9 940 109.1
近 畿 19,419 87,148 55,067 51,500 49,902 3,777 1,471 127 19,973 97.2 52,292 95.4 1189 123.7
中 国 27,146 15,318 7,486 34,978 32,713 1,220 2,094 171 27,356 99.2 31,674 101.7 2531 102
四 国 12,662 6,522 7,100 12,084 10,708 892 1,218 158 13,282 95.3 10,545 101.5 1376 88.5
九 州 59,198 22,320 37,553 43,965 39,962 1,755 3,448 555 62,941 94.1 41,214 97 3404 101.4
沖 縄 2,972 327 5 3,294 3,168 40 114 12 2,942 101 2,868 110.5 112 101.8

（都道府県）
北 海 道 309,338 ー 55,130 254,208 46,626 4,174 204,340 3,242 323,535 95.5 46,542 100.2 217963 93.7
青 森 6,349 54 5,385 1,018 965 48 22 31 6,792 93.4 1,098 87.5 24 91.7
岩 手 20,299 9,115 16,703 12,711 7,731 151 4,714 266 20,670 98.1 8,137 94.8 5699 82.7
宮 城 12,117 8,502 7,950 12,669 12,230 500 298 141 12,530 96.7 13,314 91.9 289 103.1
秋 田 2,913 1,016 1,789 2,140 2,075 ー 1 64 2,988 97.5 2,209 93.9 15 6.7
山 形 7,706 371 4,871 3,206 3,090 116 2 114 7,717 99.8 3,323 92.9 2 100
福 島 8,965 4,156 4,701 8,420 6,368 468 2,003 49 9,389 95.5 7,635 83.4 1835 109.2
茨 城 14,724 13,136 4,952 22,908 20,474 482 2,142 292 14,853 99.1 22,008 93 2280 93.9
栃 木 26,191 5,678 16,667 15,202 14,772 ー 128 302 26,059 100.5 15,822 93.4 129 100
群 馬 22,165 5,691 11,499 16,357 15,481 2,603 689 187 21,498 101.3 14,608 103.3 346 194.1
埼 玉 7,209 20,438 7,658 19,989 19,590 2,700 279 120 7,525 95.8 18,504 105.9 113 246.9
千 葉 22,704 12,506 13,179 22,031 21,647 1,819 77 307 23,193 97.9 20,857 103.8 108 71.3
東 京 1,139 126,674 115,941 11,872 10,180 801 1,679 13 1,141 99.8 10,644 95.6 1261 133.1
神 奈 川 5,463 32,317 5,510 32,270 31,812 1,361 382 76 5,756 94.9 32,107 99.1 317 120.5
新 潟 6,000 358 1,643 4,715 4,505 134 156 54 5,976 100.4 4,504 100 173 90.2
富 山 1,644 126 70 1,700 1,676 3 ー 24 1,487 110.6 1,610 104.1 2 ー
石 川 2,274 2,185 832 3,627 3,609 196 3 15 2,413 94.2 4,382 82.4 5 60
福 井 828 1,016 404 1,440 1,432 8 ー 8 866 95.6 2,020 70.9 ー ー
山 梨 1,731 316 1,622 425 80 ー 321 24 1,889 91.6 106 75.5 350 91.7
長 野 10,732 7,028 5,853 11,907 10,525 620 1,305 77 10,731 100 10,573 99.5 842 155
岐 阜 4,576 1,931 1,100 5,407 5,314 116 25 68 4,678 97.8 5,637 94.3 17 147.1
静 岡 8,458 3,695 2,694 9,459 8,834 519 537 88 8,380 100.9 8,801 100.4 475 113.1
愛 知 19,854 11,252 4,026 27,080 26,476 2,106 520 84 19,160 103.6 27,314 97.2 429 102.6
三 重 4,499 71 1,877 2,693 2,622 4 29 42 4,532 99.3 2,525 103.8 19 152.6
滋 賀 2,184 1,657 1,868 1,973 1,901 ー 71 1 2,287 95.5 2,281 83.3 111 64
京 都 2,800 17,284 2,779 17,305 17,284 1,984 2 19 2,866 97.7 17,840 96.9 2 100
大 阪 1,215 51,846 41,400 11,661 11,239 529 399 23 1,222 99.4 11,347 99 404 98.8
兵 庫 10,314 16,361 6,218 20,457 19,377 1,264 998 82 10,686 96.5 20,716 93.5 672 148.5
奈 良 2,579 x 2,565 x x x x x 2,682 96.2 x x x x
和 歌 山 327 x 237 x x x x x 230 142.2 x x x x
鳥 取 4,990 x 111 x x x x x 5,305 94.1 x x x x
島 根 4,945 22 3,160 1,807 1,724 22 65 18 5,095 97.1 1,747 98.7 44 147.7
岡 山 9,639 6,338 3,349 12,628 12,005 693 551 72 9,486 101.6 10,192 112.5 881 136.7
広 島 5,648 6,329 774 11,203 11,174 219 12 17 5,507 102.5 12,228 91.4 23 52.2
山 口 1,924 x 92 x x x x x 1,963 98 x x x x
徳 島 3,633 1,217 2,161 2,689 2,461 38 195 33 3,682 98.7 2,174 113.2 313 62.3
香 川 3,214 4,063 3,449 3,828 3,745 149 36 47 3,300 97.4 3,867 96.8 57 63.2
愛 媛 3,678 x 271 x x x x x 4,050 90.8 x x x x
高 知 2,137 x 1,219 x x x x x 2,250 95 x x x x
福 岡 8,868 12,337 2,941 18,264 16,855 799 1,315 94 9,478 93.6 17,311 97.4 1307 100.6
佐 賀 2,219 797 248 2,768 2,736 34 7 25 2,338 94.9 3,014 90.8 5 140
長 崎 4,986 ー 3,314 1,672 1,641 19 5 26 5,129 97.6 1,704 96.8 2 250
熊 本 20,107 5,335 15,779 9,663 8,549 512 905 209 21,586 93.1 8,667 98.6 1182 76.4
大 分 8,015 352 4,726 3,641 3,284 134 286 71 8,462 94.7 3,201 102.2 368 79.2
宮 崎 7,805 3,499 4,742 6,562 5,686 254 787 89 8,344 93.5 6,161 92.3 429 183.4
鹿 児 島 7,198 ー 5,803 1,395 1,211 3 143 41 7,604 94.6 1,156 104.6 111 128.8
沖 縄 2,972 327 5 3,294 3,168 40 114 12 2,942 101.0 2,868 110.5 112 101.8
注：１ 生乳流通量のうち、移入量は工場・処理場が県外生産者又は県外工場・処理場から生乳を受乳した量であり、移出量は、生産者又は工場・処理場
　　　 が県外工場・処理場へ送乳した量である。
注：2  農業地域別の生乳流通量は、地域内の県別の移入量、移出量をそれぞれ積み上げたものである。
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５-1  牛乳等の生産量と流通量（平成 18年 8月） 単位：kℓ

農 業 地 域
・

都 道 府 県

飲　　　用　　　牛　　　乳　　　等

乳飲料
生産量

対前年同月比
生　　　　産　　　　量 流　　通　　量

飲用牛乳等
生産量

乳飲料
生産量

計 牛乳
加工乳・
成分調整
牛　乳

移入量 移出量う　ち
業　務　用

う　ち
業　務　用

う ち 成 分
調 整 牛 乳 ％ ％

全 国 345,232 305,376 23,525 39,856 1,575 18,202 110,576 110,576 122,019  96.8  108.9
（農業地域）
北 海 道 45,577 39,208 3,762 6,369 128 5,577 42 24,329 3,547  103.8  107.0
東 北 28,273 25,978 1,290 2,295 29 660 4,100 5,766 6,720  91.9  99.0
北 陸 9,548 8,363 559 1,185 ̶ 167 3,787 2,382 1,973  89.8  122.8
関 東 107,091 93,616 8,029 13,475 1,241 3,712 47,699 33,247 38,447  98.5  103.6
東 山 11,331 9,516 776 1,815 ̶ 1,756 2,277 3,357 329  102.7  120.1
東 海 31,512 29,588 2,108 1,924 5 609 9,098 6,366 19,547  92.6  104.6
近 畿 42,547 38,833 3,782 3,714 ̶ 937 27,579 15,659 22,634  99.4  109.0
中 国 26,261 21,905 964 4,356 153 2,636 3,598 6,810 14,120  100.5  115.2
四 国 10,087 8,086 731 2,001 ̶ 1,088 1,941 2,292 2,344  101.8  92.7
九 州 30,248 28,410 1,497 1,838 ̶ 1,060 10,422 10,368 11,606  84.7  147.6
沖 縄 2,757 1,873 27 884 19 ̶ 33 ̶ 752  96.6  93.2

（都道府県）
北 海 道 45,577 39,208 3,762 6,369 128 5,577 42 24,329 3,547  103.8  107.0
青 森 811 682 91 129 ̶ ̶ 1,323 25 8  96.3  72.7
岩 手 7,962 6,524 160 1,438 ̶ 248 131 4,580 658  94.0  91.5
宮 城 9,746 9,551 430 195 26 101 1,302 201 4,158  90.7  105.9
秋 田 1,677 1,476 ̶ 201 ̶ 195 354 15 467  90.9  149.7
山 形 2,902 2,783 101 119 ̶ ̶ 92 399 69  94.4  83.1
福 島 5,175 4,962 508 213 3 116 898 546 1,360  89.5  78.5
茨 城 18,607 16,909 448 1,698 ̶ 110 1,412 5,005 4,128  93.7  112.1
栃 木 13,153 12,837 ̶ 316 ̶ 131 769 3,696 383  95.4  98.5
群 馬 12,768 10,098 2,396 2,670 ̶ 847 2,657 2,206 2,644  99.5  98.3
埼 玉 13,830 12,399 2,396 1,431 125 598 12,324 9,184 6,692  104.8  92.5
千 葉 15,359 13,904 1,219 1,455 ̶ 69 2,266 5,955 9,537  104.5  105.5
東 京 8,107 6,144 762 1,963 1,116 847 22,304 3,074 9,778  94.6  110.7
神 奈 川 25,267 21,325 808 3,942 ̶ 1,110 5,967 4,127 5,285  98.1  101.0
新 潟 3,763 3,169 263 594 ̶ ̶ 1,306 243 290  100.5  88.7
富 山 1,179 1,086 6 93 ̶ 24 593 254 63  99.8  106.8
石 川 3,403 3,081 281 322 ̶ 143 1,239 1,810 1,099  83.3  200.2
福 井 1,203 1,027 9 176 ̶ ̶ 649 75 521  74.1  77.5
山 梨 36 36 ̶ ̶ ̶ ̶ 1,407 ̶ ̶  80.0 -
長 野 11,295 9,480 776 1,815 ̶ 1,756 870 3,357 329  102.8  120.1
岐 阜 3,236 3,174 55 62 ̶ 18 922 1,420 5,456  88.2  93.6
静 岡 5,693 5,298 500 395 ̶ 44 1,763 460 1,772  90.8  133.0
愛 知 20,567 19,368 1,552 1,199 5 363 5,732 4,102 12,025  93.3  107.5
三 重 2,016 1,748 1 268 ̶ 184 681 384 294  97.6  87.0
滋 賀 1,456 1,353 ̶ 103 ̶ ̶ 1,257 401 18  77.3  40.0
京 都 14,822 14,640 2,039 182 ̶ ̶ 6,615 7,066 7,623  98.9  92.3
大 阪 8,005 6,900 373 1,105 ̶ ̶ 14,633 1,786 3,098  91.4  97.9
兵 庫 18,177 15,853 1,370 2,324 ̶ 937 2,943 6,403 11,887  106.5  128.0
奈 良 x x x x x x 1,457 x x x x
和 歌 山 x x x x x x 674 x x x x
鳥 取 x x x x x x 215 x x x x
島 根 1,384 1,378 19 6 ̶ 5 306 311 161  98.5  95.3
岡 山 10,093 8,427 496 1,666 153 770 1,630 1,849 7,433  117.4  129.4
広 島 8,462 6,947 210 1,515 ̶ 1,279 1,051 1,298 4,105  85.8  97.0
山 口 x x x x x x 396 x x x x
徳 島 2,194 1,598 32 596 ̶ 596 817 ̶ 131  114.3  74.0
香 川 3,678 3,082 91 596 ̶ ̶ 146 1,426 1,491  98.2  92.3
愛 媛 x x x x x x 533 x x x x
高 知 x x x x x x 445 x x x x
福 岡 12,664 12,274 661 390 ̶ 199 3,922 4,255 4,040  95.3  97.3
佐 賀 1,968 1,967 28 1 ̶ ̶ 378 920 3,285  35.1 109 500.0
長 崎 1,168 1,160 21 8 ̶ ̶ 1,618 90 312  95.8  91.8
熊 本 6,930 6,738 445 192 ̶ 183 877 3,140 2,331  96.4  117.6
大 分 2,571 2,404 60 167 ̶ 84 832 174 211  91.4  89.0
宮 崎 4,221 3,193 282 1,028 ̶ 594 434 1,598 966  89.8  122.4
鹿 児 島 726 674 ̶ 52 ̶ ̶ 2,361 191 461  81.4  127.0
沖 縄 2,757 1,873 27 884 19 ̶ 33 ̶ 752  96.6  93.2
注：１ 飲用牛乳等の流通量のうち、移入量は工場・処理場が県外工場・処理場から入荷した量であり、移出量は県外工場・処理場へ出荷した量である。
　　２ 農業地域別の飲用牛乳等の流通量は、地域内の県別の移入量、移出量をそれぞれ積み上げたものである。
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５- ２  牛乳等の生産量と流通量（平成 18年 9月） 単位：kℓ

農 業 地 域
・

都 道 府 県

飲　　　用　　　牛　　　乳　　　等

乳飲料
生産量

対前年同月比
生　　　　産　　　　量 流　　通　　量

飲用牛乳等
生産量

乳飲料
生産量

計 牛乳
加工乳・
成分調整
牛　乳

移入量 移出量う　ち
業　務　用

う　ち
業　務　用

う ち 成 分
調 整 牛 乳 ％ ％

全 国 365,494 327,563 25,219 37,931 1,716 17,349 109,429 109,429 117,011 95.4 103.6
（農業地域）
北 海 道 42,932 36,913 3,670 6,019 78 5,278 36 23,184 3,263 100.9 98.2
東 北 28,925 26,809 1,219 2,116 20 619 4,223 5,639 6,296 90 99.6
北 陸 10,420 9,309 324 1,111 ̶ 167 3,462 2,110 2,076 87.6 138.2
関 東 116,835 103,385 9,330 13,450 1,461 3,904 50,351 35,924 38,588 98.2 98.8
東 山 11,491 9,724 596 1,767 ̶ 1,712 2,258 3,390 318 101.9 114
東 海 36,195 34,369 2,675 1,826 4 522 8,506 6,110 19,301 95.1 105.3
近 畿 44,617 41,203 3,662 3,414 ̶ 820 25,411 14,851 20,701 94 100.4
中 国 26,675 22,778 1,135 3,897 137 2,387 3,326 6,567 12,729 98.3 103
四 国 10,723 8,927 875 1,796 ̶ 992 1,927 1,669 2,240 99.2 93.5
九 州 33,472 31,790 1,701 1,682 ̶ 948 9,898 9,985 10,760 84.9 134.9
沖 縄 3,209 2,356 32 853 16 ̶ 31 ̶ 739 94.8 89

（都道府県）
北 海 道 42,932 36,913 3,670 6,019 78 5,278 36 23,184 3,263 100.9 98.2
青 森 981 862 48 119 ̶ ̶ 1,230 27 7 87.2 63.6
岩 手 7,880 6,531 150 1,349 ̶ 241 135 4,492 616 95.3 91.3
宮 城 9,934 9,777 457 157 18 88 1,294 206 3,912 89.6 105.7
秋 田 1,785 1,595 ̶ 190 ̶ 184 329 15 452 86.4 140.4
山 形 2,946 2,839 112 107 ̶ ̶ 71 384 64 92.4 78
福 島 5,399 5,205 452 194 2 106 1,164 515 1,245 84.4 81.3
茨 城 19,048 17,411 470 1,637 ̶ 94 2,364 5,952 4,074 91.5 116.5
栃 木 12,623 12,309 ̶ 314 ̶ 136 896 3,544 395 91.5 104.2
群 馬 12,920 10,261 2,505 2,659 ̶ 951 2,533 1,943 2,840 96.7 109.4
埼 玉 16,134 14,750 2,519 1,384 131 626 12,143 9,052 6,932 104.8 89
千 葉 19,457 18,119 1,739 1,338 ̶ 66 2,205 7,040 9,255 103.2 99.4
東 京 9,092 6,790 795 2,302 1,330 972 23,971 3,675 9,453 105.4 100
神 奈 川 27,561 23,745 1,302 3,816 ̶ 1,059 6,239 4,718 5,639 97.8 93.9
新 潟 4,126 3,568 127 558 ̶ ̶ 1,198 115 282 96.7 87
富 山 1,508 1,408 3 100 ̶ 33 424 236 63 103.9 110.5
石 川 3,552 3,247 186 305 ̶ 134 1,124 1,697 1,039 81.2 203.3
福 井 1,234 1,086 8 148 ̶ ̶ 716 62 692 68.3 113.4
山 梨 30 30 ̶ ̶ ̶ ̶ 1,511 ̶ ̶ 75 ̶
長 野 11,461 9,694 596 1,767 ̶ 1,712 747 3,390 318 102 114
岐 阜 3,938 3,812 111 126 ̶ 17 889 1,360 4,690 94.1 86.6
静 岡 6,805 6,552 519 253 ̶ 42 1,630 441 2,425 90.4 235.7
愛 知 23,183 21,985 2,041 1,198 4 298 5,294 3,906 11,907 95.8 102.9
三 重 2,269 2,020 4 249 ̶ 165 693 403 279 106.9 87.7
滋 賀 1,880 1,785 ̶ 95 ̶ ̶ 1,106 428 20 80 47.6
京 都 14,163 13,972 1,933 191 ̶ ̶ 5,418 6,439 6,982 93.1 84
大 阪 10,238 9,232 514 1,006 ̶ ̶ 13,777 2,027 2,964 92.1 93.4
兵 庫 18,247 16,125 1,215 2,122 ̶ 820 2,863 5,955 10,728 97.5 118
奈 良 x x x x x x 1,429 x x x x
和 歌 山 x x x x x x 818 x x x x
鳥 取 x x x x x x 185 x x x x
島 根 1,554 1,548 18 6 ̶ 5 272 292 154 100.7 99.4
岡 山 10,044 8,600 629 1,444 137 667 1,520 1,778 6,284 113.2 104.8
広 島 8,550 7,187 218 1,363 ̶ 1,163 1,009 1,176 3,934 84.9 101.9
山 口 x x x x x x 340 x x x x
徳 島 2,304 1,806 37 498 ̶ 498 796 ̶ 140 109.6 80.9
香 川 3,733 3,192 144 541 ̶ ̶ 136 1,431 1,433 96.3 95
愛 媛 x x x x x x 538 x x x x
高 知 x x x x x x 457 x x x x
福 岡 14,126 13,768 786 358 ̶ 181 3,742 4,041 3,869 94 96.4
佐 賀 2,125 2,124 34 1 ̶ ̶ 319 839 2,912 38 97066.7
長 崎 1,475 1,467 19 8 ̶ ̶ 1,458 89 298 96.2 83.9
熊 本 7,098 6,928 477 170 ̶ 159 850 2,986 2,164 94.4 95.6
大 分 2,996 2,845 135 151 ̶ 78 738 167 189 95.8 95.5
宮 崎 4,650 3,703 247 947 ̶ 530 372 1,705 881 84.1 111.9
鹿 児 島 1,002 955 3 47 ̶ ̶ 2,419 158 447 90.8 124.5
沖 縄 3,209 2,356 32 853 16 ̶ 31 ̶ 739 94.8 89
注：１ 飲用牛乳等の流通量のうち、移入量とは、工場・処理場が県外工場・処理場から入荷した量であり、移出量は、県外工場・処理場へ出荷した量である。
　　２ 農業地域別の飲用牛乳等の流通量は、地域内の県別の移入量、移出量をそれぞれ積み上げたものである。
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